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注目記録
連続優勝継続種目

卓球男子　８連覇中

剣道　　　５連覇中

弓道　　　４連覇中

バレーボール女子
　　　　　２連覇中

社会教育課・Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育協会事務局　久保　裕  主事

直近５年の優勝チーム
大会 優勝町村（得点）

第65回 五戸町（95.5点）

第66回 三戸町（90.1点）

第67回 三戸町（96.5点）

第68回 五戸町（89.5点）

第69回 南部町（89.5点）

今大会の見どころを、
５月18日に南部公民館で行
われた南部町選手団結団式
での、選手たちの意気込み
を交えてご紹介します。

初
の
総
合
連
覇
に
挑
戦

　
　

第
70
回
三
戸
郡
総
合
体
育
大
会
に
向
け
意
気
込
み

６
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
、

第
70
回
三
戸
郡
総
合
体
育
大
会
が

三
戸
町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。昨

年
は
、
２
位
と
1.5
点
差
の
接

戦
を
制
し
、
６
年
ぶ
り
２
度
目
の

総
合
優
勝
を
果
た
し
た
町
選
手

団
。
節
目
の
70
回
大
会
を
当
町
と

し
て
初
め
て
の
総
合
連
覇
で
飾
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
る
選
手
た
ち

は
、
大
会
へ
向
け
例
年
以
上
に
気

持
ち
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

当
大
会
は
、
16
競
技
20
種
目
で

競
わ
れ
、
そ
の
合
計
点
で
総
合
順

位
が
決
ま
り
ま
す
。

南
部
町
は
平
成
18
年
の
合
併
以

降
、
優
勝
２
回
、
準
優
勝
８
回
、

３
位
２
回
と
常
に
優
勝
争
い
を
展

開
。
中
で
も
、
直
近
の
５
年
を
み

る
と
、
剣
道
、
卓
球
男
子
が
優
勝

５
回
、
弓
道
が
優
勝
４
回
、
陸
上

男
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
が
優

勝
３
回
な
ど
大
き
な
得
点
源
と

男
子
は
、
９
連
覇
の
偉
業
を
視

界
に
と
ら
え
自
信
を
も
っ
て
大
会

に
挑
み
ま
す
。
昨
年
４
位
の
女
子

も
そ
の
勢
い
に
乗
り
、
目
指
す
は

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
で
す
。

結
団
式
当
日
も
練
習
に
打
ち
込

さ
ら
な
る
連
覇
継
続
に

期
待
の
４
競
技

み
、
道
着
姿
で
意
気
込
み
を
語
っ

た
代
表
選
手
。
「
い
つ
も
ど
お
り

頑
張
り
ま
す
」
と
シ
ン
プ
ル
な
言

葉
の
裏
に
は
、
練
習
量
に
裏
付
け

ら
れ
た
自
信
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。
泰
然
自
若
、
平
常
心
で
、
６

連
覇
を
目
指
し
ま
す
。

「
的
中
を
意
識
す
る
と
良
い
結

果
に
な
ら
な
い
の
が
弓
道
」
と
話

す
チ
ー
ム
団
。
５
連
覇
の
目
標
を

意
識
せ
ず
、
練
習
通
り
の
自
然
体

で
大
会
に
挑
み
ま
す
。
弓
道
の
最

高
目
標
「
真
・
善
・
美
」
を
胸
中

に
、
一
射
入
魂
、
総
合
優
勝
の
た

め
に
無
心
で
的
に
向
か
う
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

女
子
は
３
連
覇
を
狙
い
、
男
子

は
、
一
戦
必
勝
で
昨
年
の
５
位
の

雪
辱
を
果
た
し
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
得
意
種
目
を
強
み
と

し
て
、
優
勝
種
目
の
数
で
は
こ
れ

ま
で
何
度
も
最
多
の
成
績
を
収
め

な
が
ら
、
総
合
優
勝
は
２
回
と
い

う
結
果
が
示
す
よ
う
に
、
い
か
に

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
上
位
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
総
合
優

勝
へ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で

す
。選

手
団
一
同
は
ス
ポ
ー
ツ
の
力

で
皆
さ
ん
に
勇
気
・
元
気
を
届
け

よ
う
と
全
力
を
出
し
切
る
こ
と
を

誓
っ
て
い
ま
す
。

卓
球

剣
道

弓
道

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
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握りこぶしに力を込め、大会での活躍を誓う選手たち

相撲競技に
クローズアップ 初優勝を狙うチームの中心は…

競技紹介をした久保主事は、体が大きく、力持ち、心優しい入庁２年目のフ
レッシュな町職員ですが、実は彼にはもう一つの顔があります。昨年のこの大
会では相撲競技に出場し、個人戦で優勝、団体戦でも全勝でチームの躍進に大
きく貢献しました。また、昨年10月には青森県の代表として国民体育大会に
も出場し、その実力はまさに「公務員力士」。今大会は、選手兼任監督として
「初優勝は相撲競技の使命」と力強く意気込みを話しました。

昨
年
は
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
の

勢
い
そ
の
ま
ま
に
、
秋
に
は
青
森

県
民
駅
伝
競
走
大
会
で
も
町
の
部

優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
町
を
大
い

に
活
気
づ
け
て
く
れ
た
陸
上
競

技
。
今
年
も
昨
年
の
再
現
を
狙
い

ま
す
。

昨
年
２
位
の
女
子
は
、
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
て
優
勝
を
目
標

に
掲
げ
、
昨
年
３
位
の
男
子
も
、

一
戦
必
勝
で
上
位
進
出
を
う
か
が

い
ま
す
。

昨
年
は
、
５
年
ぶ
り
の
優
勝
で

歓
喜
に
わ
い
た
同
種
目
。
す
ば
や

い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
強
烈
な
ス

マ
ッ
シ
ュ
を
持
ち
味
に
連
覇
を
狙

い
ま
す
。

昨
年
の
２
位
の
悔
し
さ
を
胸

に
、
今
年
こ
そ
は
と
強
い
決
意
で

３
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
し
ま

す
。

メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
わ
ず
出
場
す

ら
叶
わ
な
か
っ
た
一
昨
年
か
ら
昨

年
は
一
転
、
新
戦
力
が
台
頭
し
、

過
去
最
高
成
績
の
２
位
。
今
年

は
、
猛
稽
古
で
更
に
力
を
蓄
え
、

初
め
て
の
種
目
優
勝
に
万
全
を
期

し
て
臨
み
ま
す
。

昨
年
２
位
で
、
今
年
は
種
目
優

勝
を
目
標
に
掲
げ
る
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
両
競
技
。
結
団
式
で
「
期
待
し

て
く
だ
さ
い
」
と
の
力
強
い
コ
メ

ン
ト
を
残
し
、
シ
ニ
ア
世
代
の
熟

練
の
技
に
も
、
目
が
離
せ
ま
せ

ん
。そ

の
ほ
か
、
軟
式
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
柔
道
に
出
場
す

る
選
手
た
ち
は
、
各
種
目
で
全
力

を
尽
く
し
、
一
つ
で
も
順
位
を
上

げ
て
、
総
合
優
勝
に
貢
献
す
る
決

意
で
す
。

種
目
優
勝
に
意
欲

シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍

に
も
期
待

一
つ
で
も
上
位
に

陸
上

相
撲

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
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【問合せ】  健康福祉課 （健康センター）☎ 0178-60-7101

介護保険は、高齢者の暮らしを社会みんなで支えるための制度です

町では、３年ごとに行われる介護保険制度の見直しに伴い、平成30〜32年度までを計画期間とする
「第７期南部町介護保険事業計画」を策定し、平成30年度からの３年間の介護保険料が決まりました
のでお知らせします。

介護保険料については、介護認定者、介護サービス利用者の増加による介護給付費の伸びや 65歳以上
の方（第１号被保険者）の介護保険費用の負担割合の引き上げ（22％から 23％へ）および介護報酬改定（第
６期比+0.54％）により、基準額は年額 88,800 円（月額 7,400 円）に決定しました。

65歳以上の方の保険料は、町の介護サービスに必要な費用と65歳以上の人口に応じて、「基準額」が
決められます。

65歳以上の方の介護保険料を改定

基準額が年額88,800円（月額7,400円）になりました

基準額の決まり方

平成30〜32年度の保険料一覧
所得段階 対　象　者 割合 月額 年額

第１段階
世帯全員が
住民税非課税

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者、本人の
課税年収入等が80万円以下

基準額×0.45 3,330円 39,960円

第２段階 本人の課税年収入等が80万円超え120万円以下 基準額×0.75 5,550円 66,600円

第３段階 本人の課税年収入等が120万円超 基準額×0.75 5,550円 66,600円

第４段階 本人が住民税非課税
かつ世帯の誰かに
住民税が課税

本人の課税年収入等が80万円以下 基準額×0.90 6,660円 79,920円

第５段階 本人の課税年収入等が80万円超 基準額 7,400円 88,800円

第６段階

本人が
住民税課税

本人の合計所得金額が120万円未満 基準額×1.20 8,880円 106,560円

第７段階 本人の合計所得金額が120万円以上200万円未満 基準額×1.30 9,620円 115,440円

第８段階 本人の合計所得金額が200万円以上300万円未満 基準額×1.50 11,100円 133,200円

第９段階 本人の合計所得金額が300万円以上 基準額×1.70 12,580円 150,960円

※平成 30年度の介護保険料納入通知書（決定通知書）については、７月上旬に発送します。

× ÷
＝

南部町で必要な
介護サービスの総費用

65歳以上の方の
負担割合23％

南部町の平成30〜32年度の保険料の基準額 88,800円（年額）

南部町に住む
65歳以上の方の人数
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10月
（第４期）

12月
（第４期）

２月
（第４期）

４月
（第１期）

６月
（第２期）

８月
（第３期）

10月
（第４期）

12月
（第５期）

２月
（第６期）

受給している年金額によって2種類に分かれます。65歳になった月（65歳の誕生日
の前日が属する月※）の分から納めます。
※年齢が加算されるのは、法律上、誕生日の前日になります。そのため、65歳の誕生日の
前日がある月から第1号被保険者になります。

　年金の定期支払（年 6 回）の際に、介護保険料があらかじめ差し引かれます。老齢（退職）年金、
遺族年金、障害年金が特別徴収の対象です。
※老齢福祉年金などは、年金からの差し引きの対象となりません。

市区町村から送付される納付書で、期日までに金融機関などを通じて納めます。

※申し込みから口座振替開始までの月や、残高不足などにより自動引き落しが
　できなかった場合などは、納付書で納めることになります。

★これらを持って市区町村
　指定の金融機関で手続き
　をしてください。

●保険料の納付書
●預（貯）金通帳
●通帳の届け出印

●前年度から継続して特別徴収の方の保険料は、前年の所得などが確定する前の４・６・８月は仮に
算定された保険料額を納付します（仮徴収）。10・12・２月は本年度の保険料を算出し、既に納めた
仮徴収分の保険料を除いて調整された金額を納付します。（本徴収）。

納め忘れのない便利で確実な

口座振替が便利です

■年金が年額 18 万円以上でも、次のような場合には一時的に納付書で納めることがあります。
　●年度途中で 65 歳になったとき	 ●年度途中で保険料額や年金額が変更になったとき
　●年度途中で他の市区町村から転入したとき	 ●年金が一時差し止めになったとき　など

前年度本徴収

仮の保険料額（前年度２月分）
を納めます。

前年の所得をもとにした保険料から
仮徴収分を除いた額を納めます。

仮徴収 本徴収

【問合せ】  税務課 （南部分庁舎）☎ 0179-34-2586

保険料の
納め方

年金から差し引かれます（特別徴収）

納付書、口座振替で納付（普通徴収）

保険料を納めないでいると
災害などの特別な事情がないのに保険料を滞納すると、督促や催告が行われ、延滞金などの支払いが
発生する場合があります。さらに滞納が続くと、その期間に応じて次のような措置がとられます。災害や
失業など、やむを得ない理由で保険料を納めることが難しくなったときは、お早めに税務課までご相談
ください。

年金が年額18万円以上の方

年金が年額18万円未満の方

●１年以上滞納すると
  （納期限から１年経過）

サービス費用の全額をいったん利用者が負担します。申請により、後で
保険給付分が支払われます。

●１年６か月以上滞納すると
  （納期限から１年６か月経過）

費用の全額を利用者が負担し、申請後も保険給付の一部または全部が一時
的に差し止めとなり、滞納している保険料に充てられることがあります。

●２年以上滞納すると
  （納期限から２年経過）

サービスを利用するときの利用者負担が１割または２割から、３割※に
引き上げられたり、高額介護サービス費などが受けられなくなったりします。
※平成30年８月から、利用者負担の割合が３割の方が滞納した場合、
　４割に引き上げられます。
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自然豊かな風景を楽しんだ、果樹の花見散策ウォーク山門までの階段を上がる稚児たち

出発式で、活動の注意点を説明する助川支部長㊧団員の支えを力に変えて、華麗なはしご乗りの演技

迎えた果樹の花々の彩りを楽しみながら、約５㌔

の散策コースを元気に完歩しました。

法光寺境内では、写経やヨガ体験教室が行われ、

自身の心身に向き合いながら真剣に取り組む参加

者が凛とした空気を作り出し、ステージでは、2

日間を通じて、南部町芸能保存会（久保一繁会長）

の多彩な伝統芸能の披露や名久井農業高校（西館

実校長）の生徒による名農豊穣太鼓が力強い音色

をとどろかせ、観客からは盛大な拍手が送られて

いました。

５月３日、４日の２日間、南部町春まつりが法

光寺境内を主会場に開催されました。

開幕を飾った稚児の入山行列は、小雨が降りし

きる肌寒さにもかかわらず、きらびやかな衣装を

身にまとった 31 人の園児たちが元気に山門まで

の階段を上がり、無邪気でかわいらしい稚児たち

の姿に、訪れた人たちは目を細めていました。

2 日目は、名久井岳麓の果樹園を巡る、果樹の

花見散策ウォークが開催され、町内外から参加し

た約 100 人が、りんごやさくらんぼなど、見頃を

5 月１日、農作物や水産資源などの被害防止の

ため猟銃等による有害鳥獣の捕獲活動を行う「青

森県猟友会南部町支部（助川正雄支部長）」の出

発式が、ひだまり館で行われました。

出発式では、助川支部長が「安全第一、無事故

で活動するように」と呼び掛け、メンバーたちは

気持ちを引き締めていました。

同支部の活動は主に週末の早朝に行われていま

す。有害鳥獣被害防止のため、皆さんのご理解と

ご協力をお願いします。

4 月 29 日、三戸地区消防連絡協議会観閲式が

田子町で行われ、田子町、三戸町、南部町の消防

団員約千人が、地域防災への決意を示しました。

徒歩部隊と車両 62 台による一糸乱れぬ力強い

分列行進で幕開け。式典では、まとい振りやはし

ご乗り、女性団員による軽可搬ポンプ競技などが

行われ、日ごろの訓練成果を披露しました。

式典後、各分団による一致団結しての玉落とし

競技が行われ、消防車両が列をなした一斉放水の

迫力に会場は活気にあふれていました。

まちの話題

雨の雫をまとい上品に花咲き誇るなか　～南部町春まつり～

農作物の被害防止のために
猟友会出発式

消防団員の自覚と誇りを胸に
三戸地区消防連絡協議会　観閲式
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花を手向け、犠牲者の冥福を祈る参列者無火災への祈りを捧げる団員たち

大輪の花を咲かせるボタン 河川整備計画の説明に対して意見交換も行われた同総会

十勝沖地震の発生から 50 年の節目を迎えた５

月 16 日、伊勢沢公園（旧剣吉中学校跡地）で追

悼式が行われ、参列した 42 人は犠牲者の冥福を

祈り、静かに手を合わせました。

当時の地震により、名川地区では剣吉中学校の

生徒４人を含む、６人が亡くなり、犠牲者の冥福

と惨事を忘れまいと願いを込め、地元の有志が伊

勢沢公園に地震観音を建立。参列者は、観音像を

前に、その当時の状況を思い起こし、教訓として

活かしていくことを心に誓いました。

５月 12 日、南部町消防団名川第８分団（久慈

明彦分団長）は、剣吉諏訪神社で、剣吉大火記念

無火災祈願を行い、同分団ほか名川第７分団、三

戸消防署名川分署などの約30人が参加しました。

玉串をささげた後、消防車両の前でおはらいを

行い、車の無事故と無火災を祈願しました。

昭和 23 年５月に発生した剣吉大火により、住

家・非住家合わせて、259 戸が全焼。久慈分団

長は「日頃の訓練や地域との連携を大切にし、火

災には万全の備えをしていきたい」と話しました。

長谷ぼたん園が 5 月 18 日に開園し、園地に広

がる赤や黄、紫などの色鮮やかに咲き誇る大輪の

花が来場者を楽しませました。

同実行委員会は毎年、常に新しい園地作りに挑

戦を続け、平成 13 年には国が選定する「かおり

風景 100 選」に選ばれています。東北髄一の美

しさとも称される 130 種・8,000 本ボタンの花は、

今年も来場者を魅了。来場者は、花や風景を写真

におさめたり、立ち止まり花の香りを感じるなど、

ゆったりと時間を過ごしました。

５月７日、馬淵川流域における安全安心な地域

社会の実現に向け活動している「馬淵川とともに

生きる期成同盟会」（工藤祐直会長）の総会がゆ

とりあで開催されました。

総会では任期満了に伴う役員改選が行われ、工

藤会長が再任。任期は２年間になります。

また、平成30年度の事業計画などが原案どお

り承認されました。今年度は10月、11月に国や

県に対して、馬淵川の河川整備の推進などについ

て要望していきます。

TOWN TOPICS

惨事の記憶を風化させることなく
十勝沖地震 50周年追悼式

大輪の華と香りが来場者を魅了 
ぼたんまつり（5/18〜6/1）

安全安心の地域づくりのために 
馬淵川とともに生きる期成同盟会　総会

消防団員が無火災を祈願
剣吉大火から70年
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南部町ハイリスク妊産婦
アクセス支援事業

おいでよ！子育て支援センター

子育て通信

福地保育園　　　　　　　　☎ 0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分〜11時

６月15日　粘土あそび

６月22日　七夕制作

６月29日　お誕生会

７月６日　七夕会

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分〜11時

６月13・20・27日
７月４日　

子育てサークルにこちゃんクラブ
月曜日／10時〜12時

６月11・18・25日　
７月２日

なんぶ保育園　　　　　　　☎ 0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時30分〜12時

６月13日　運動あそび

６月20日　お誕生会

６月27日　七夕製作

７月４日　七夕会	

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時〜14時

６月12・14・19・21・26・28日
７月３・５日

チェリー保育園　　　　　　☎ 0178-51-8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時〜11時

６月14日　紙粘土であそぼう

６月21日　誕生茶話会・
　　　　　	絵本の読み聞かせ

６月30日（土）	運動会に参加しよう

７月５日　七夕制作

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分〜11時

６月11・13・18・20・25.・27日
７月２・４・９日

子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
お子さんなら、どなたでも参加できます。
子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出してい
ますので、お気軽にご利用ください。

町では今年の４月１日から、県内の特定の
病院へ通院等を必要とする妊産婦を対象に、
町内自宅からの通院や産後の赤ちゃんへの面
会に要した交通費および宿泊費の一部を助成
しています。

【助成対象者】　
町内に住所を有する人で、次の要件で通院お
よび入院している妊産婦
（１）ハイリスク妊娠管理加算またはハイリス

ク分娩管理加算を算定された妊産婦、ま
たはそれに相当する疾患を有する妊産婦

（２）NICU( 新生児特定集中治療室 ) または
GCU( 新生児治療回復室 ) に入院してい
る新生児をもつ産婦

【対象医療機関】
			・八戸市立市民病院
			・青森県立中央病院
			・弘前大学医学部付属病院

【助成内容】
１回の分娩 ( 多胎も 1回とする ) につき、上
限額 50,000 円とし、交通費、有料道路通行料、
駐車場利用料、宿泊費の一部を助成します。

【申請の流れ】
助成対象者は書類を作成し、通院・面会の都
度、病院から記載してもらう必要があります。
詳細は下記までお問い合わせください。
問合せ　健康福祉課（健康センター）　
　　　　子育て支援班☎ 0178-60-7100

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談  実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

１歳６か月児健康診査 実施日：６月14日（木）　対象 H28.10月～H28.11月生まれ 受付12時15分～12時45分
４歳児健康相談 実施日：６月26日（火）　対象H25.10月～H25.11月生まれ 受付13時～13時30分
３歳児健康診査 実施日：７月 ５日（木）　対象H26.11月～H26.12月生まれ 受付12時～12時15分

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 B型肝炎・ポリオ・MR・水痘 BCGは６月11日、７月９日
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日　9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　　9時～11時 全種類 BCGは６月13日、７月11日

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日　9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　　9時～11時30分

ポリオ

はらだクリニック 月・水・金曜日　　　9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　　9時～12時 B型肝炎

※実施している予防接種の中で、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

乳幼児予防接種 実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・ＢＣＧ・ＭＲ・水痘・日本脳炎・ポリオ
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今月のテーマ：「歯科口腔の健康」 ～南部町健康増進計画「第３次すこやか南部21」～

【問合せ】 健康福祉課（健康センター）
 ☎ 0178-60-7100

◆みんなで歯科口腔の健康活動に取り組もう！
　〇正しい歯みがきの仕方を身につけ、毎日行いましょう。
　〇よくかんで食べ、規則正しい生活習慣を心がけましょう。
　〇歯科口腔保健に関心を持ち、定期的に歯科検診を受けましょう。

◆歯周病予防に取り組もう！　歯科健康診査・歯周病検診を受診しましょう
　歯周病は細菌などによる感染症であり、歯を失う一番大きな原因になっているだけでなく、重症化すると全身
に影響が及び、認知症、糖尿病、動脈硬化、狭心症など、全身の病気を発症・悪化させることがある病気です。
　歯周病は、自覚症状が少ないことから歯ぐきのはれや歯の揺れ、歯ぐきからの出血など、ある程度症状が進行
してから気づくことも少なくありません。検診を受診し、早期の発見、治療を通じて歯周病の重症化を防ぎまし
ょう。

◆自分でできる歯周病予防
〇食後の歯みがき 毎食後の歯みがきのなかでも、就寝前の歯みがきが重要です。口腔内の唾液量が減り
 自浄作用が低下する就寝中に歯周病菌は活発になるからです。
〇生活習慣の見直し 歯周病は生活習慣病の一種とも言われています。禁煙する、疲労やストレスをためない 、
 十分な睡眠時間をとる、からだを動かすことなどを心がけましょう。
○定期メンテナンス 歯みがきで落とすことができない歯石の除去などの定期的な歯科メンテナンスを受けて
 口腔内を清潔に保ちましょう。

◆「歯科口腔の健康」の目標

むし歯のない子どもの割合を
増やす !

（3 歳児）
60.0％（H28）→ 71.2％（H34）

12 歳児（中 1）の 1 人平均むし
歯数を減らす !
2.12 本（H28）→ 1.0 本未満（H34）

定期的に歯の検診を受けている
割合を増やす !

（成人）
18.3％（H28）→ 30％以上（H34）

毎日歯みがきをしている割合
を増やす ! （H29）→（H34）
小学５年 　90.9% →増加
中学３年 　97.0% →増加

毎日歯みがきを 1 日 2 回以上し
ている割合を増やす !

（成人）
62.6％（H28）→ 80％以上（H34）

  歯科口腔の健康をサポート　～今年度から歯科口腔保健事業を開始します～
　妊婦歯科健康診査
　　妊娠期間中に１回、町内歯科医院で実施（無料）。妊娠届出の際に受診票を交付します。

　歯周病検診・後期高齢者歯科健康診査
　　対象は、20歳・25歳・30歳・35歳・40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の人。
　　75歳以上の人は希望者となります。町内歯科医院で実施（無料）。対象者には７月中にお知らせします。

　幼児フッ素塗布事業
　　対象は、２歳〜６歳の幼児。年間２回分のフッ素塗布を町内歯科医院で実施（無料）。
　　対象者には誕生月前後にお知らせします。

「すこやか南部」通信 パート2
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【問合せ】  社会福祉法人　南部町社会福祉協議会
　　　　　☎ 0178-76-2662
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生活支援コーディネーターの活動・役割

①集める
町内会活動やサロンなど、皆さんが集まる場所に訪問し、困り事や地域の良いとこ
ろを発見するなどの情報を集めます。

②伝える 集めた情報を整理して、伝えていきます。

③思いを知る 困り事などの相談を受けたり、地域に足りていないサービスの仕組みづくりをします。

④場を作る 話し合いの準備をします。

⑤結びつける 地域の課題を解決する資源を見つけ出し、協働を促します。

⑥応援する
資源の充実に向けた取り組みのアイディアを出し合ったり、その実現のための支援を
行います。

　ひとり暮らし世帯や支援を必要とする高齢者が増加する中、地域組織やボランティア、老人クラブ、社会
福祉法人、ＮＰＯ、民間企業など地域の多様な主体が連携を図り、高齢者が生きがいをもって生活が続けら
れるよう「社会参加による介護予防」を重視し、地域の皆さんが主体となって助け合い・支え合い活動がで
きるような「支え上手・支えられ上手」の地域づくりを進めていくことになりました。
　南部町社会福祉協議会は、町から「南部町生活支援体制整備事業業務」を受託し、地域の皆さんが触れ合
いと絆の中で生きがいを持って生活できるように『生活支援コーディネーター』を配置しています。

地域のみなさんと一緒に

〜南部町生活支援体制整備事業〜
「支え合いの地域づくり」を推進します！
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≪今月の新刊≫

≪おすすめセレクション≫

平成30年４月26日、杉中桜の下で全校写真 男子ソフトテニス部、中体連で団体優勝

短気なオトーさんの日常
に、クスッと笑えるコミッ
ク＆エッセイ。父娘の微妙
な距離、不器用な愛が心に
しみる一冊です。

家庭人としての作家・阿川
弘之を娘が赤裸々に綴る。
父娘の心の通い合いが感じ
られる温かなエピソードも
満載です。

一週間分のおかずを作り置
き、夜詰めるだけで、朝が
こんなにラクになる。地味
だけど滋味たっぷりのお弁
当を紹介。

◆１５歳のコーヒー屋さん
◆琥珀の夢　上・下
◆青くて痛くて脆い
◆魔力の胎動
◆花のいのち
◆ほどほど快適生活百科
◆オリジン　上・下
◆おしりたんてい　あやうしたんていじむしょ
◆ジャッキーのじてんしゃりょこう
◆おはなをどうぞ

【図書蔵書検索システム】図書室の蔵書を検索できますので、ご活用ください。（URL：http://www.lib-eye.net/nanbu/）

岩野　響　　著
伊集院　静　著
住野　よる　著
東野　圭吾　著
瀬戸内寂聴　著
群　ようこ　著
ダン・ブラウン　著
トロル　　　著
あだちなみ　著
三浦　太郎　著

　本校のみならず地域のシンボル的存在である「杉中桜」。冬はイルミネーションで飾られ、春はライ
トアップされ、その雄大な姿は道行く人々の視線を集めます。本校では、この杉中桜を大切に育てるた
めに、「杉中桜を学ぶ会」として、生徒と職員で肥料をあげ、その成長を心から楽しみにしています。
その結果、今年度は例年以上に盛大に咲き誇る姿を見ることができました。
　昨年度は、郡中体夏季大会で男子ソフトテニス部が団体優勝、個人１位、２位という結果をはじめ、
全校生徒の半数以上の生徒が県大会出場を果たすことができました。秋季大会では、県大会で走り幅跳
び１位、女子四種競技２位という素晴らしい結果を残しました。学習面においても、卒業生全員が第一
希望の上級学校に進むことができました。文武にわたり、創立７０周年に花を添えた素晴らしい活躍ぶ
りでした。
　今年度、生徒数が大幅に減少し、合計８名となりました。この少人数でも、生徒たちは他の中学校と
同等以上に学習や部活動などに意欲的に取り組んでいます。中学生がやるべきことに確実に取り組み、
様々な体験をとおして成長し、杉中桜のように大きく花を咲かせてほしいと思っています。

　校長：高橋　直浩　　生徒数：8名　「杉中桜とともに成長する杉中生」

名川中学校図書室１階（町民図書室）

図書室からのお知らせ
町民の皆さまはどなたでもご利用できます

休室日　 毎週月曜日・国民の休日・毎月第４金曜日
【問合せ】 名川中学校図書室１階　 ☎0178-76-3121

杉沢中学校
町の学校紹介　〜各校の特色ある教育〜
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其の２農産加工品（１）

南部町では、「安全・安心・健康」をキーワードに、食べる、飲む、使うことで達者（健康）に
なれるような農産加工品、お菓子、手工芸品などを「達者村認証産品」として認証しています。
第 2回目は、町内でとれた果実や作物を利用した農産加工品を紹介します。

果物本来の味をより一層引き出すことにこだわり
抜いたオリジナルジャムです。

健康食の代表格であるにんにくを、しょうゆベー
スのエキスでじっくりと漬け込みました。

大梅生活改善グループ
南部町鳥舌内官代 14-1　TEL： 0178-76-3141

川村　綾子
南部町斗賀上斗賀 1　TEL： 0178-75-1047

ジ
ャ
ム

（
プ
ル
ー
ン
、り
ん
ご
）

に
ん
ち
ゃ
ん

菊
じ
ゃ
む

梅
漬

乾燥菊をふんだんに使った甘さを控えた色鮮やか
なジャムです。

南部地方特産の肉厚で大粒なあんず（八助梅）を
無添加・低塩で漬けた手作りの一品です。

　達者村農業観光振興会では、さくらんぼの化粧箱を作成してい
ます。
　化粧箱の使用を希望する人は、ながわ農業観光案内所または役
場各庁舎窓口に備え付けてある申込書に必要事項を記入のうえ、
お申し込みください。

１箱の値段（注文は 50 箱から受付可能）
　500g：135 円 （税込）　700g：140 円 （税込）
　※箱の納品には注文から約１か月かかります

( 有 ) 村井青果
南部町斗賀二反田 7-2　TEL： 0178-75-1040

佐々木　澄子
南部町玉掛下比良 7-1　TEL： 0179-34-2137

申込み・問合せ
　ながわ農業観光案内所
　☎ 0178-76-3020

認証産品紹介コーナー
友～ったり　遊～っくり　農～んびり

さくらんぼ化粧箱を使用しませんか
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平成 31年４月採用
南部町営地方卸売市場職員募集

ラッキー工業株式会社　従業員募集

町ＨＰに掲載する賃貸物件を募集

　採用試験に必要な書類や募集の詳しい内容は各
庁舎で配付している募集要項またはホームページ
でご確認ください。
URL：http//www.town.aomori-nanbu.lg.jp/

【問合せ】総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111

試験職種　高卒程度 一般行政事務（町営市場）　
採用人数　１人
受験資格　平成３年４月２日から平成 13 年４月
　　　　　１日までに生まれた人
受付期間　 7 月 9 日（月）～ 7 月27日（金）
一次試験　 9月16日（日）

職種　子守帯縫製作業
　　　（ミシン・アイロン・仕上げ）
採用人数　３人
就業場所　南部町大字福田字小沢田 36- １
就業時間　午前または午後だけなど、柔軟に
　　　　　対応します。
休日　土・日・夏季・年末年始
申込み
　履歴書（写真貼付）・ハローワークの紹介状を
下記宛先までご送付ください。
〒 039-0815　南部町大字福田字小沢田 36- １

【問合せ】ラッキー工業株式会社　八戸工場
　　　　  ☎ 0178-84-4331

　町では、移住・定住促進による地域の活性化を
図るため、「空き家バンク」を設置しています。
　しかし、町内への人口流入を促進していくにあ
たり、より広範な住宅情報の提供が重要となって
います。
　そこで、町内の賃貸物件（アパート・戸建て等）
を所有している人で、物件情報を町ＨＰに掲載い
ただける人を募集します。
　掲載をご検討・ご希望する人は、交流推進課
　（☎ 0178-84-2123）へお問い合わせください。

南部町 検索
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統合庁舎建設に伴う中央公民館解体のため

◆「農林課」「農業委員会」を移転
 ７月２日（月）から「南部分庁舎（３階）」で業務を開始します
 移転に伴い電話と FAX の番号が変わります
 ※新しい番号は次のとおりです。
 　・農林課　　　TEL：0179-34-3371　FAX：0179-34-3372
 　・農業委員会　TEL：0179-34-3357　FAX：0179-34-3372（農林課と共有）

◆ 当分の間 中央公民館を休館
 ６月１日（金）から当分の間、館内のほか、駐車場の一部が利用できなくなります
 ※名川 B&G 海洋センターと名川老人福祉センターは、これまでどおりご利用いただけますが、
 　工事期間中は通行が制限されますので、ご理解とご協力をお願いします。

しっかり積み立て、安心で豊かな老後のために

　　　　農業者年金に加入しませんか

【問合せ】農業委員会事務局（中央公民館）　☎ 0178-76-2312

【問合せ】	・農業委員会事務局（中央公民館）　☎ 0178-76-2312
　　　　	・JA 八戸（福地支店	☎ 0178-84-2222・名川支店	☎ 0178-76-2211・南部支店	☎ 0179-23-3267）

農地の相続手続きがなされていないと、持ち主へ連絡がつかないことがあります。
農地の適正管理と荒廃化防止のため、農地の相続手続きをお願いします。

　農業者年金制度は、農業者の老後生活の安定および
福祉の向上を図るとともに、農業の担い手を確保する
ことを目的とした年金制度です。安心した将来の生活
を送るためにも、農業者年金に加入しませんか。

年金は生涯支給されます。仮に 80 歳前に亡くなられ
た場合でも 80 歳までの分は遺族に支給されます。

支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象
となり、節税に繋がります。受け取る年金も控除
対象です

認定農業者などで、青色申告をしているなど、農
業の担い手となる場合、国から月額最高１万円の
保険料補助があります。

保険料の額は自分で（月額２万円～６万７千円）
決めることができ、いつでも見直せます。

・相続した農地のある市町村の農業委員会に、
　届出をお願いします。
・手続きは、相続された方が農業委員会へ認印
　と権利取得の分かる書類を持参し、届出書に
　必要事項を記入のうえ提出してください。

・相続登記とは、土地所有者の名義を変更する
　ことです。
・相続登記の手続きが完了しない限り、登記簿
　上の所有者は故人のままとなります。

農地を相続された方へお願い

３つの要件を満たせば、
どなたでも加入できます

1
60歳未満

2
年間60日以上

農業に従事

3
国民年金

第1号被保険者

農業委員会への届出 法務局への相続登記9
SAT

10
SUN

11
MON

12
TUE

13
WED

14
THU

15
FRI

16
SAT

17
SUN

18
MON

19
TUE

20
WED

21
THU

22
FRI

23
SAT

24
SUN

25
MON

26
TUE

27
WED

28
THU

29
FRI

30
SAT

1
SUN

2
MON

3
TUE

4
WED

5
THU

6
FRI

7
SAT

8
SUN
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福
地
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歌
会

な
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短
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会

9
SAT

10
SUN

11
MON

12
TUE

13
WED

14
THU

15
FRI

16
SAT

17
SUN

18
MON

19
TUE

20
WED

21
THU

22
FRI

23
SAT

24
SUN

25
MON

26
TUE

27
WED

28
THU

29
FRI

30
SAT

1
SUN

2
MON

3
TUE

4
WED

5
THU

6
FRI

7
SAT

8
SUN

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
案内看板を改修したことにより、「法光寺」および日本一の赤松並木である「千本
松」を広くＰＲすることができました。（法光寺千松会）

馬
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大
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榮
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子
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川
守
田
慶
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大
久
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奥
寺
　
睦
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工
藤
　
裕
正

根
市
　
政
志

奥
　
あ
さ
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中
野
　
静
子

一
ノ
渡
　
綮

鶴
飼
　
千
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向
山
　
敦
子

川
村
　
綾
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山
下
　
幸
枝

木
村
ひ
な
子

安
ケ
平
千
代

小
林
　
青
山

若松一般戦 桐生
一般戦

桐生ヴィーナスシリーズ

住之江一般戦

下関
一般戦

若松
一般戦

丸亀一般戦 桐生一般戦
新堂通信杯・BTS福島開設7周年記念

下関GⅠ競帝王決定戦

宮島GⅡMB大賞 徳山SGグランドチャンピオン多摩川
一般戦

尼崎
一般戦

戸田
一般戦

多摩川
一般戦

多摩川
一般戦

常滑
一般戦

平和島
（薄暮）

平和島一般戦
（薄暮）

三国GⅡモーターボート大賞津GⅢ
イースタンヤング

津GⅢ
イースタンヤング

下関GⅢ
ウエスタンヤング

下関GⅢ
ウエスタンヤング

多摩川GⅢ
マスターズリーグ

戸田
一般戦

浜名湖GⅢ企業杯（薄暮）

住之江GⅢマスターズ

尼崎GⅢサッポロビールカップびわこヴィーナスシリーズ

住之江一般戦

7 July6 June

６月15日
名川Ｂ&G海洋センタープール  オープン
名川B&G海洋センターのプールは、屋根がシート
で覆われているため、天候を気にすることなく利
用できます。また、25ｍプールのほかに幼児用
プールもあるので、小さなお子さん連れでも安心
してご利用いただけます。ぜひご利用ください。

開場期間　
６月 15 日（金）〜９月２日（日）
開場時間
９時〜17時（７月17日〜８月18日は21時まで）

休場日
毎月第２・第４火曜日
※日曜・祝日および8月15日、16日の18時以降も休み
料金
・中学生以下と付添人（同伴者）は無料
・高校生　80円	（18時以降は170円）
・大　人		100円	（18時以降は220円）
注意
　小学校３年生以下の利用および小・中学生の18
　時以降の利用は成人の同伴が必要です。

問合せ　名川B&G海洋センター
　　　　☎0178-76-3310

蒲郡
一般戦

桐生GⅢ
サッポロビールカップ

住之江男女W優勝戦
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行政相談・人権相談
期日　７月５日（木）
時間　13時～15時
場所　福地公民館、剣吉公民館
　　　南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部
分庁舎）☎0179-34-2509

７・８月の休日窓口開設日
期日　７月７日（土）、21日（土）　
　　　８月４日（土）、18日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の
　　　　交付、印鑑登録

※平日は、予約制で18時まで窓口
　を開設しています。
問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2509

対先月比

南部町の人口と世帯数
（平成30年５月20日現在）

人　口　18,449人　（−16）
　男　　  8,766人　（−５）
　女　　  9,683人　（−11）　
世帯数　  7,500世帯（＋６）

読書のすすめ
「おはなし会」

　なんぶ読み聞かせの会の皆さん
による読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありません
が、未就学のお子さんは保護者同
伴でお越しください。
期日　６月24日（日）
時間　10時30分〜11時
場所　名川中学校図書室１階　
　　　町民図書室
問合せ　町民図書室１階
　　　　☎0178-76-3121

家族による「家族学習会」
参加者募集

　南部町精神障害者家族会「まべ
ちの会」では、精神疾患の人がい
る家族を対象に統合失調症などに
ついて学ぶ「家族学習会」を開催
します。
参加費　1,322円（全５回分）
開催日程　　
　第１回　７月21日（土）
　第２回　８月４日（土）
　第３回　８月18日（土）
　第４回　９月１日（土）
　第５回　９月15日（土）
時間　13時30分〜16時30分
　	　（受付時間13時15分）
会場　南部老人福祉センター：
　　　まべちの家（大広間）
申込期限　７月５日（木）
申込み・問合せ　
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7101

南部町精神障害者家族会
「語らいの会」

　南部町精神障害者家族会「まべ
ちの会」では、精神に障がいのあ
る人の家族が集まり、自由に語ら
い交流しています。申し込みは不
要です。興味のある人はお気軽に
ご参加ください。
期日　６月16日（土）
時間　11時〜13時30分
会場　南部老人福祉センター
問合せ		
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7101

自死遺族のつどい

　青森県立精神保健福祉センター
では、自死でご家族やご友人、恋
人など大切な人を亡くされた人を
対象に「つどい」を開催しています。
　「つどい」は大切な人を亡くし、
同じ思いを抱えている人が集まり、
自分の体験や思いを心おきなく話
せる場です。その場で聴くだけで
もかまいませんので、参加してみ
ませんか。
期日　７月７日（土）
時間　13時30分〜15時30分
場所　ユートリー４階
申込み・問合せ　
　青森県立精神保健福祉センター
　こころの電話
　☎017-787-3957または
　☎017-787-3958

広告

お知らせ 
 information
お知らせ 
 information

文
学

交
流

募
集

相
談
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献血にご協力ください

　病気やけがなどで輸血を必要と
している人の命を救うため、18
歳から 65 歳の健康な人に 400ml
の献血をお願いしています。
　献血にご協力いただいた人には
血液検査の結果が送付され、健康
管理に役立てることができますの
で初めての人もぜひご協力くださ
い。
日時　６月 26 日（火）
▷夏堀組（９時〜11時30分）
▷南部分庁舎（13時〜16 時）
その他　安全で責任のある献血を
　お願いするため、運転免許証な
　ど本人確認ができるものを持参
　してください。　
問合せ
　健康福祉課（健康センター）
　☎ 0178-60-7101

税務職員採用試験

　仙台国税局では、税務のスペ
シャリストとして活躍するバイタ
リティーあふれる税務職員を募集
しています。
受験資格　
１．平成 30 年４月１日において
　高校卒業後３年を経過していな
　い者および平成 31 年３月まで
　に高校を卒業する見込みの者
２．人事院が１に掲げる者に準ず
　ると認める者
受験申込受付期間
　６月 18 日（月）から
　６月 27 日（水）まで
受験申込方法
　受験申込みはインターネット申
込みとする。
　国家公務員試験採用情報NAVI
URL：http://www.jinji.go.jp/saiyo 
　　　/saiyo.htm
第一次試験日　９月２日（日）
問合せ　
　仙台国税局人事第二課試験研修係
　☎ 022-263-1111
　人事院東北事務局
　☎ 022-221-2022

達者de健康相談

　健康センターでは、毎月定期的
に健康相談を開催しています。ご
自分の血管年齢や骨密度などを確
認してみませんか。
　エアロバイクやルームランナー
など、体験利用と使用方法の説明
を行っています。運動を始めるき
っかけづくりにぜひご活用くださ
い。
開催日　６月11日、25日
時間　13時30分〜17時、
　　　17時30分〜18時30分
会場　南部町健康センター２階　
　　　運動指導室
内容　体組成計での体脂肪・筋
　肉量測定、血管年齢測定、骨
　密度測定、血圧測定、保健師・
　栄養士による健康相談、運動
　器具体験
※運動器具体験は要予約制。受付
　は18時までで、一人１回30分間
　まで。
問合せ　
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7100

公益社団法人　国際農業者交流協会では、海外農業先進諸国における農業実習や学習を通じて、
優れた農業技術、経営管理、販売技術等を修得させ、国際社会で活躍する人材を育成するため、
研修生を募集しています。

研修コース 派遣期間 経費（自己負担）

アメリカ 平成31年3月下旬～（19カ月） 約142万円

デンマーク
ドイツ

平成31年3月中旬～（12カ月）
約159万円
約165万円

コンビネーション
（オランダ・ドイツ）

平成31年3月中旬～（10カ月） 約183万円

　各コースとも日本国籍の独身男女に限ります。
　詳しくは青森県庁農林水産部構造政策課担い手育成グループまでお問合せください。
　　　　　TEL：017-734-9463　FAX：017-734-8136
　　　　　Mail：arisa_shibata@pref.aomori.lg.jp
　※公益社団法人国際農業者交流協会ホームページにも掲載しています

献
血

採
用

健
康

「平成 30 年度農業研修生海外派遣事業」
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町からのお知らせ　〜町有地の売却〜

障害者相談員

　町では、身体または知的障がい
のある人の相談に応じたり、更生
に必要な助言をしたりするため
に、障害者相談員を委嘱していま
す。
　相談員は次のとおりですので、
お気軽にご相談ください。
身体障害者相談員
▷工藤	英雄さん	 ☎0178-75-1159
▷馬場	隆さん	　 ☎0179-34-2801
▷夏堀由美子さん☎0178-84-2687
知的障害者相談員
▷夏堀真理子さん☎0178-75-1676
問合せ
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7101

ソフトテニス教室を開催

　町ソフトテニス協会では、町内の
小学生を対象に、ソフトテニス教室
を開催します。保護者もぜひ一緒に
テニスを楽しみましょう。
※小学校３年生以下の場合、教室	
　中、保護者の付き添いが必要です。
期日　７月４日から毎週水曜日
時間　19時〜21時
場所　名川中学校テニスコート
参加料　１人　2,000円
申込期限　６月22日（金）
申込み・問合せ
　町ソフトテニス協会事務局　
　坂本	☎090-3469-5354

ひとり親家庭等医療費
受給資格証の更新

　現在の「ひとり親家庭等医療費
受給資格証」の有効期限は７月
31日ですので最寄りの庁舎で更
新手続きをしてください。
手続期間　
　７月２日（月）〜７月31日（火）
手続場所
　健康福祉課（健康センター）
　住民生活課（南部分庁舎）
　福地サービス班（本庁舎）
必要なもの
・申請書（個別に通知、または各
　庁舎に備え付けています）
・現在の受給資格証
・はんこ
・保険証（対象者全員分）
・通帳（申請者名義のもの）
・個人番号がわかるもの
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

町では、事業等で不要になった土地について、個人・法人等に活用していただくために、次の
物件を一般競争入札により売却します。

日時　６月18日（月）13時30分から
場所　	南部町役場（本庁舎）　３階　中会議室
※説明会に参加しない場合は入札に参加できません。

日時　６月27日（水）14時から
場所　	南部町役場（本庁舎）　３階　中会議室

問合せ　総務課（本庁舎）管財班
　　　　☎0178-84-2111

入札説明会 入札

物　件　所　在　地 登記地目 面　積 最低売却価格 備考

南部町大字平字広場18-4、22-2
（名川分庁舎跡地）

宅地 3,719.69㎡ 32,026,000円 基礎杭有

南部町大字平字虚空蔵29-2
（名川病院跡地）

宅地 3,519.76㎡ 20,062,000円 基礎杭有

南部町大字麦沢字上木戸場9-5
（麦沢小学校跡地）

学校用地 5,647.47㎡ 11,803,000円

南部町大字麦沢字差和11-1
（旧麦沢集会所）

宅地 1,472.70㎡ 877,000円 既存建物付

南部町大字鳥舌内字七ツ役2-4
（鳥舌内小学校跡地）

学校用地 4,704.00㎡ 8,561,000円

相
談

教
室

更
新
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八戸地域広域市町村圏事務組合からのお知らせ

バーデパークアルバイト募集　勤務期間　７月７日〜８月26日

日時　6月 9日（土）　13 時〜 14 時 30 分
参加料　400 円
　※プール、銭湯利用の人は別途入館料

〜姿勢改善・ウエスト引き締めエクササイズ〜
日時　7月 24 日（火）　19 時〜 19 時 45 分
受講料　500 円　※入館料別途

〜筋肉の引き締め、骨格のバランスを整える〜
日時　７月 30 日（月）　19 時〜 19 時 45 分
受講料　無料　※入館料別途

募集人数　12 人
勤務時間　８時 30 分〜 21 時までの
　　　　　２時間から８時間勤務
時給　750 円
勤務内容　プール監視、清掃、フロント受付補助、　
　接客、配膳処理、設備点検など

資格　50 ｍ以上泳ぐことができる高校生以上
面接日　後日連絡します
申込み　申込者の写真を貼った履歴書を６月 17
日までにバーデハウスフロントへ提出してく
ださい。（封書に「夏休みアルバイト」と明
記すること）

日時　８月 4日（土）10 時 10 分〜 12 時 10 分
参加料　3,000 円（材料費等含む）

★朝風呂営業　
　	６〜８時まで（受付は７時 30 分まで）

今月の休館日
６月 19 日〜 21 日

★今月 26 日はフロの日	
　　通常450 円		➡  特別価格 330 円

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178-84-2850

★ベーシックスタビライゼーション

★夏休み特別講座親子で木のからくり貯金箱
　作り教室　※親子で参加（子どもは４歳～小学生）

★スポーツ吹矢体験　〜小学生も参加できます〜

★女性のためのコアトレーニング

八戸地域広域市町村圏事務組合の平成30年度当初予算をお知らせします。

平成30年度の一般会計予算は約80億3,600万円
で、消防庁舎建設費の増などにより、昨年度より
２億600万円の増額（＋2.6％）となりました。

支出の主なもの 金額 前年度比

消防や救急の
業務など

48億7,500万円 ＋7.9％

し尿やごみの
処理など

25億3,300万円 －6.4％

組合債の元金・ 
利子の支払い

5億900万円 ＋4.7％

介護認定審査会
の運営など

9,900万円 －1.0％

その他、議会や
組合の運営など

2,000万円 ＋7.9％

財源となる収入の約９割は、構成市町村から
支出される負担金で、約71億2,700万円です。
五戸町、新郷村は消防庁舎建設費の増などによ
り、昨年度から増額となりました。

市町村名 負担金額 前年度比

八戸市 45億6,900万円 ＋1.6％

三戸町 １億7,800万円 ＋0.8％

五戸町 ８億  400万円 ＋23.0％

田子町 １億1,800万円 ＋0.5％

南部町 ３億8,600万円 ＋1.6％

階上町 ３億2,500万円 ＋2.0％

新郷村 ３億8,400万円 ＋64.6％

おいらせ町 ３億6,400万円 ＋0.9％

平成30年度当初予算

問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合事務局総務課　八戸市内丸一丁目1番1号（八戸市内）
　　　　☎ 0178-43-9556
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家庭の身近な危険物にご注意ください

危険物に対する防火のチェックポイント

眼科 受付　　14 時まで
初診者は13時まで

▲

６月13日(水)　13時30分〜

▲
６月27日(水)　13時30分〜

泌尿器科 要予約

先天性股関節脱臼検診の実施日

▲

６月11日(月)　13時〜

▲

６月19日(火)　13時〜

▲

６月25日(月)　13時〜

▲

６月20日（水）　受付13時〜13時20分
※当院整形外科医師が行います。

　都合により日時が変更となる場合があります
ので、ご来院の際はお問い合わせください。

青森労災病院医師の診療日

南部町医療センターからの
お知らせ　☎ 0178-76-2001

町営市場の販売状況  （平成30年４月16日～平成30年５月15日）

品　名 販売数量（kg） 売上額（千円） キロ単位（円） 前年単価（円）

サンふじ （りんご） 31,654 4,369 138 80 
金星 （りんご） 3,820 519 136 80 
シナノゴールド （りんご） 1,540 216 140 111 
いちご 796 654 822 757 
短根人参 1,340 253 189 168 
ゴボウ 5,300 1,046 197 242 
土付ごぼう 1,392 303 218 122 
長　芋 56,207 8,645 154 328 
にんにく 5,169 9,533 1,844 1,962 
長芋の種 24,687 4,459 181 467 
キャベツ 2,580 322 125 156 
ね　ぎ 8,237 2,919 354 254 
ほうれん草 1,411 683 484 370 
ウルイ 642 238 371 509 
きゅうり 5,554 1,596 287 308 
アスパラガス 206 232 1,124 1,078 
シイタケ 983 499 508 708 
シドケ 173 401 2,318 1,603 
干　菊 12 175 14,544 7,315 

●今月の休場日
６月３日（日）、４日（月）、10 日（日）、13 日（水）、17 日（日）、
　　20 日（水）、24 日（日）
７月１日（日）、４日（水）、８ 日（日）、15 日（日）、16 日（月）、
　　22 日（日）、25 日（水）、29 日（日）

編集後記
「どちらから来られましたか」と尋ねると、
町外、県外から遠路はるばる来場する人が多
いことに驚いたぼたんまつり。園内に一歩足
を踏み入れると、広がるボタンの大輪に、驚
きの表情を浮かべ、感嘆の声を上げる来場者。
その光景に、一町民として誇らしく感じると
ともに、より多くの人に来場いただき、町の
魅力を知ってもらいたいと思いました【Ｋ】

町内放送を確認できます
町内放送の内容を、町ホームページの
ホーム画面の「お知らせ」に掲載し、随
時更新しています。放送内容の確認にご
利用ください。
また、直近の５件の防災無線放送を、
無料で聞き直すことができます。

☎ 0800-800-262
問合せ　総務課（本庁舎）
　　　　☎ 0178-84-2111

暖房用の灯油、自動車用のガソリンや軽油、揚げ物な
どに使うサラダ油、ペンキなどの塗料、化粧品や掃除用
のスプレー缶など、私たちの日常生活は知らず知らずのう
ちに危険物に取り囲まれています。　　
次のことを守り、危険物による火災や事故を起こさない
よう十分注意しましょう。

①火気の近くで危険物を取り扱わない。
②スプレー缶を焚き火などの中に捨てたり、暖房器具の

そばや直射日光の当たるところに置かない。
③製品の注意事項をよく読み、正しく取り扱う。
④てんぷらなどの揚げ物をしているときは、絶対にその場

を離れない。離れる場合は必ず火を止める。
⑤油の染み込んだ新聞紙、揚げカスは、こまめに処分する。
⑥ガソリンなどは、蒸気が発生しないように専用の密閉

容器に入れ、換気の良い冷暗所に置く。

問合せ　▶三戸消防署	 ☎ 0179-22-1140
　　　　▶三戸消防署名川分署	 ☎ 0178-76-2416
　　　　▶三戸消防署福地分遣所	 ☎ 0178-84-2103
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担当課の説明を受けて各常任委員会の平成 30 年度の所管事務調査を計画しました。

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

総務企画常任委員会

【 関連記事は 35 ㌻に掲載 】

あ ら ま し 
▽ 3 月定例会の主な議案　（22 ㌻～ 24 ㌻）

▽ 議案に対する主な質疑　（25 ㌻～ 27 ㌻）

▽ 一般質問

	 ⇒	工藤町長 4期目のまちづくりは？　施設等の管理運営は？（28 ㌻）

	 ⇒	ふるさと納税の使い道は？　ジュノハートの産地化を！（29 ㌻）

	 ⇒	外国人労働力の活用を！　職員の給与は適正か？（30 ㌻）

	 ⇒	小・中学校の部活動はどうなっていくのか？（31 ㌻）

	 ⇒	「南部達者米」のブランド化を！　「私道」の整備を！（32 ㌻）

	 ⇒	定年帰農などの推進で農家減少に歯止めを！（33 ㌻）

	 ⇒	郷土史など特色ある町立図書館に！　若者の町への定着は？（33 ㌻）

	 ⇒	新庁舎へのアクセス道路は？　まちづくりに民間人の発掘を！（34 ㌻）

▽ 第 79 回臨時会、常任委員会の年間計画、議会傍聴など　（35 ㌻）

第 52 号
発行・編集

議会広報編集委員会

☎ 0178-84-2124

なんぶ

長谷ぼたん園
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　◉  主な議案（第 78 回定例会）

【
提
案
理
由
】
虎
渡
地
区
と

広
場
地
区
を
結
ぶ
「
町
道

虎
渡
・
広
場
線
」
は
、
な

が
わ
大
橋
終
点
か
ら
県
道

櫛
引
上
名
久
井
三
戸
線
ま

で
の
区
間
が
災
害
危
険
基

準
高
よ
り
も
低
い
た
め
、

馬
淵
川
の
氾
濫
時
に
冠
水

し
て
、
通
行
止
め
と
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
　

ま
た
、医
療
セ
ン
タ
ー
、

名
川
中
学
校
の
ア
ク
セ
ス

道
と
し
て
町
民
の
利
用
率

が
高
い
ほ
か
、
整
備
を
進

め
て
い
る
統
合
庁
舎
へ
の

幹
線
道
路
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
た
め
、
統
合
庁

舎
の
建
設
に
合
わ
せ
た
早

期
整
備
を
求
め
る
こ
と
を

決
議
す
る
。

▽　

全
会
一
致
で
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

■
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

▽　

各
種
交
流
施
策
を
通
じ

て
人
口
減
少
対
策
を
効
果

的
に
推
進
す
る
た
め
、
交

流
推
進
課
を
新
設
す
る
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正

▽　

個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
等
の
改
正
趣
旨

に
則
り
、
個
人
情
報
の
定

義
を
明
確
化
す
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

法
律
に
基
づ
き
、
個
人

番
号
の
利
用
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
て
お
り
、

こ
の
条
例
で
引
用
す
る
規

定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
集
落
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

条
例
の
廃
止

▽　

小
波
田
、
相
内
、
埖
渡
、

杉
沢
、
滝
田
、
小
泉
の
６

地
区
の
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
等
を
集
会
所
条
例
に

移
管
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
を
廃
止
し
た
。

■
集
会
所
条
例
の
一
部
改
正

▽　

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
条

例
の
廃
止
に
伴
い
、
移
管

さ
れ
た
６
施
設
と
新
築
し

た
「
ひ
ろ
ば
台
集
会
所
」、

「
上
中
町
公
民
館
」
を
加

え
る
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
消
防
施
設
条
例
の
一
部
改

正
▽　

南
部
第
４
分
団
及
び
福

地
第
４
分
団
屯
所
の
新
築

移
転
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤

職
員
の
育
児
休
業
の
取
得

可
能
な
期
間
の
延
長
を
規

定
す
る
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
町
道
虎
渡
・
広
場
線
の
早

期
整
備
に
関
す
る
決
議
案

【
提
出
者
】

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

工
藤　

正
孝

主
な
議
案

委
員
会
提
出
の
「
町
道
虎
渡
・
広
場
線
の

早
期
整
備
に
関
す
る
決
議
案
」
を
可
決

第
78
回
南
部
町
議
会
定
例
会
　

3
月
2
日 

～ 

3
月
12
日

　

第
78
回
定
例
会
に
は
、
委
員
会
提
出
の
決
議
案
、
条
例
の
一
部
改
正

及
び
廃
止
、
平
成
29
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
各
種
委
員
の
選
任
な
ど

の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算

特
別
委
員
会
（
沼
畑
俊
一
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月
８
日
・
９
日

に
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

条
　
例

委
員
会
提
出

決
議
案

委員会提出の決議案（要望）に関する概略図
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↙
条
例
の
つ
づ
き

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

県
の
改
正
に
準
じ
、
町

議
会
議
員
、
町
長
、
副
町

長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
０
・
１
月

分
引
き
上
げ
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▽　

青
森
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
に
準
じ
、
町
職
員
の

給
料
月
額
を
若
年
層
に
重

点
を
お
い
て
引
き
あ
げ
、

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

０
・
15
月
分
引
き
上
げ
る

な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

※　

給
料
月
額
は
、
初
任
給

で
１
千
円
、
そ
の
他
は
４	

０
０
円
の
引
き
上
げ
を
基

本
に
改
定
し
ま
し
た
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

　

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▽　

国
の
交
付
金
を
反
映
す

る
た
め
、
農
業
委
員
会
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
報
酬
に
活
動

成
果
に
応
じ
た「
能
率
給
」

を
追
加
す
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

※　

国
は
、
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
農
地
の
「
貸
借
や
売
買

の
仲
介
」
な
ど
で
上
げ
た

成
果
に
応
じ
、「
能
率
給
」

を
支
給
す
る
た
め
の
「
農

地
利
用
最
適
化
交
付
金
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

▽　

国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

及
び
軽
減
世
帯
の
拡
充
に

係
る
改
正
を
行
っ
た
ほ

か
、
平
成
30
年
度
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府

県
単
位
化
へ
対
応
し
た
規

定
の
追
加
を
行
っ
た
。

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

及
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

▽　
「
名
川
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
」「
ぼ
た
ん
の
里
」「
ゆ

と
り
あ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
入

浴
料
金
に
違
い
が
あ
っ
た

た
め
、
統
一
す
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、県
外
の
病
院
・

施
設
等
に
入
院
・
入
所
等

を
し
て
い
る
期
間
中
に
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療（
75
歳
以
上
）

に
移
行
し
た
場
合
も
住
所

地
特
例
が
継
続
さ
れ
る
こ

と
を
規
定
す
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

※　

住
所
地
特
例
と
は
、
施

設
入
所
等
を
理
由
に
南
部

町
外
に
転
出
す
る
場
合
、

町
の
国
民
健
康
保
険
に
継

続
加
入
し
て
い
た
だ
く
特

例
措
置
で
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
場
合
は
町
が
属
す

る
青
森
県
の「
広
域
連
合
」

に
加
入
と
な
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

▽　

国
民
健
康
保
険
の
都
道

府
県
単
位
化
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
▽　

第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
に
伴
い
、
介

護
保
険
料
基
準
額
を
平
成

30
年
度
か
ら
、
月
額
４
０ 

０
円
引
き
上
げ
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
▽　

公
営
住
宅
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
認
知
症
で
収

入
の
申
告
な
ど
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
入
居

者
の
収
入
申
告
義
務
を
免

除
し
、
町
が
官
公
署
の
書

類
閲
覧
で
把
握
し
た
収
入

に
よ
っ
て
家
賃
を
決
定
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
予
算

▽　

一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
前
年
度
よ
り
４
億
７ 

千
万
円
増
の
１
０
１
億
４ 

千
万
円
、
17
の
特
別
会
計

と
合
わ
せ
て
２
１
２
億
６ 

千
９
５
６
万
円
、
前
年
度

よ
り
２
億
６
千
３
８
６
万 

７
千
円
の
減
と
な
っ
た
。

　
　

一
般
会
計
の
主
な
事
業

は
、
統
合
庁
舎
建
設
事
業

に
２
億
９
６
万
円
、屯
所
・

集
会
所
複
合
施
設
新
築
事

業
に
５
千
９
３
万
円
、
２ 

つ
の
地
域
集
会
施
設
新
築

整
備
事
業
に
１
億
４
１
３ 

万
円
、
高
校
生
ま
で
拡
充

す
る
医
療
費
無
償
化
事
業

に
２
千
７
５
０
万
円
、
18

歳
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
追
加
し
た

予
防
接
種
事
業
に
５
千
５ 

８
６
万
円
、
剣
吉
中
学
校

跡
地
宅
地
造
成
事
業
に

１
億
４
千
９
１
０
万
円
な

ど
。

※　

詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
。

国民健康保険制度が変わります
【厚生労働省、青森県パンフレットから】

　持続可能な制度としていくため、平成 30 年４月から、
都道府県も国民健康保険制度を担うこととなりました。

▼ 見直しの柱
　▶都道府県と市町村がともに保険者となり、国保の財
　　政を安定させ、事業を効率よく進めることになります。

▼ 見直しによる主な変更点
　▶都道府県もが国保の財政運営の中心的な役割となり、
　　市町村は従来どおり、窓口をはじめとしたきめ細か
　　い事業を行います。
　▶平成 30 年度以降の一斉更新から、新しい保険証には、
　　居住地の都道府県名が表記されます。

なんぶ議会だより

予
　
算
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↙
予
算
の
つ
づ
き

■
反
対
討
論

　

新
庁
舎
建
設
の
必
要
性
を

理
解
で
き
ず
、
そ
の
予
算
を

医
療
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
洪
水

対
策
に
充
当
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
と
の
考
え
は
変
わ
ら
な

い
。

　

一
般
会
計
予
算
の
統
合
庁

舎
建
設
費
に
は
賛
成
で
き
な

い
。

夏
堀
嘉
一
郎　

議
員

■
賛
成
討
論

　

新
庁
舎
の
建
設
は
、
職
員

の
集
約
や
車
両
の
配
置
な

ど
、
節
約
の
面
で
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
建
設
費
は
大
き

い
が
合
併
特
例
債
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
か
ら
、
町
民
の

た
め
の
庁
舎
建
設
事
業
に
な

る
と
確
信
し
、
賛
成
す
る
。

久
保
利
樹　

議
員

▽　

起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
13
、
反
対
２
の
賛
成
多

数
で
原
案
可
決
し
ま
し

た
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

決
算
見
込
み
に
よ
り
各
種

事
業
費
を
減
額
し
、
公
共

施
設
整
備
基
金
に
２
億
１ 

千
９
９
９
万
円
を
積
み
立

て
た
。

　
　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、

起
債
事
業
の
決
算
見
込
み

に
よ
り
、
町
債
を
１
億
６ 

０
３
万
９
千
円
減
額
す
る

な
ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
か
ら
１
億
１
千
４
７ 

３
万
２
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
１
０
０
億
４
千
７ 

３
７
万
円
と
し
た
。

※　

ほ
か
９
つ
の
特
別
会
計

に
お
い
て
、
決
算
見
込
み

に
よ
る
事
業
費
減
額
な
ど

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
苫
米
地
集
会
所
他
30
施
設

▽　

指
定
期
間
が
満
了
す
る

各
地
区
の
集
会
施
設
と
平

成
29
年
度
に
建
設
し
た
集

会
施
設
の
指
定
管
理
者
と

し
て
、
各
地
区
の
町
内
会

等
を
指
定
し
た
。

■
名
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ほ
か
２
施
設

【
管
理
者
】
社
会
福
祉
法
人

南
部
町
社
会
福
祉
協
議
会

■
斗
賀
・
新
開
地
地
区
介
護

予
防
拠
点
施
設
げ
ん
き
館

【
管
理
者
】
斗
賀
・
新
開
地

地
区
介
護
予
防
拠
点
施
設

運
営
委
員
会

■
鳥
舌
内
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

【
管
理
者
】
鳥
舌
内
新
生
活

運
動
協
議
会

■
名
川
り
ん
ご
集
出
荷
貯
蔵

セ
ン
タ
ー

【
管
理
者
】
八
戸
農
業
協
同

組
合

■
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
他
１

施
設

【
管
理
者
】
一
般
財
団
法
人

南
部
町
健
康
増
進
公
社

※　

指
定
期
間
は
、
い
ず
れ

の
施
設
も
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙

▽
委
員
４
人

　

佐
々
木
登
志
雄 

氏 （
大　

向
）

　

藤
田　

克
弘　

氏 

（
福　

田
）

　

松
井　

吉
男　

氏 

（　

平　

）

　

佐
藤　

正
彦　

氏 

（
剣　

吉
）

▽
補
充
員
４
人

　

夏
堀
德
八
志　

氏 

（
苫
米
地
）

　

稲
葉　
　

勇　

氏 

（
鳥
舌
内
）

　

和
田　
　

進　

氏 

（
相　

内
）

　

荒
谷　

真
人　

氏 
（　

平　

）

　
【
任
期
】
平
成
30
年
３
月

７
日
か
ら
平
成
34
年
３
月

６
日
ま
で
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

▽
佐
藤　

俊
男　

氏 

（
あ
か
ね
）

　
【
任
期
】
平
成
30
年
４
月

５
日
か
ら
２
年
間
。

▽
境　
　

久
孝　

氏 

（
大　

向
）

　
【
任
期
】
平
成
30
年
４
月

５
日
か
ら
４
年
間
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

▽
委
員
3
人

　

佐
々
木　

豊　

氏 

（
埖　

渡
）

　

岩
舘　

茂
好　

氏 

（
沖
田
面
）

　

中
村　

研
一　

氏 

（
上
名
久
井
）

　
【
任
期
】
平
成
30
年
３
月

16
日
か
ら
平
成
33
年
３
月

15
日
ま
で
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

▽　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
増
に
伴
い
、
返
礼
品
等

の
経
費
を
増
額
す
る
な

ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
千 

４
８
６
万
６
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
０
１
億
６ 

千
２
１
０
万
２
千
円
と
し

た
。

■
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設

事
業
団
に
委
託
す
べ
き
事

業
に
関
す
る
計
画
の
一
部

変
更

▽　

青
森
県
、
八
戸
市
、
十

和
田
市
、
三
沢
市
、
六
戸

町
、
東
北
町
、
お
い
ら
せ

町
、
五
戸
町
、
南
部
町
で

構
成
す
る
事
業
団
に
お
い

て
、
構
成
団
体
ご
と
の
負

担
金
額
（
事
業
計
画
）
を

変
更
し
た
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計

予
算
に
対
す
る
討
論

町に対する ｢ ふるさと納税 ｣ 寄附金額の推移
年度 件数 金額

平成 25 年度 8件 460,000 円
平成 26 年度 5件 290,000 円
平成 27 年度 85 件 1,407,000 円
平成 28 年度 8,519 件 100,530,000 円
平成 29 年度 18,122 件 204,312,000 円

指
定
管
理

人
　
事

そ
の
他

専
決
処
分

↑
上
中
町
公
民
館
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　◦  議案に対する主な質疑（第 78 回定例会、本会議・予算特別委員会）

■
指
定
管
理
者
の
指
定

（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

他
１
施
設
）

【
問
】　

健
康
増
進
セ
ン

タ
ー｢

バ
ー
デ
ハ
ウ

ス｣

の
指
定
管
理
だ

が
、
今
ま
で
は
指
定
管

理
者
に
対
し
て
指
定
管

理
料
を
支
払
っ
て
い
た

が
、
今
年
は
予
算
の
計

上
が
な
い
。

　

指
定
管
理
等
の
方
法
が

変
更
さ
れ
た
の
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
商
工
観
光
交
流
課
長
答

弁
】　

指
定
管
理
者
の

経
営
努
力
・
改
善
に
つ

な
が
る
よ
う
、
平
成
30

年
度
か
ら
は
指
定
管
理

の
方
法
を
大
き
く
見
直

し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
町
が

支
払
っ
た
指
定
管
理
料

約
７
千
３
０
０
万
円
は

光
熱
水
費
・
修
繕
料
な

ど
の
費
用
を
積
算
し
、

指
定
管
理
者
に
支
払
っ

た
が
、
平
成
30
年
度
か

ら
は
ゼ
ロ
と
し
、
町
が

直
接
、
光
熱
水
費
と
修

繕
料
を
支
払
う
こ
と
と

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
指

定
管
理
者
は
、
施
設
利

用
料
な
ど
の
収
入
に
よ

っ
て
職
員
給
与
な
ど
の

支
出
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
な
る
た
め
、
経
理

上
も
わ
か
り
や
す
く
な

る
と
考
え
て
い
る
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
問
】　

農
業
委
員
会
の

委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
活
動
実

績
に
応
じ
、
国
の
交
付

金
を｢

能
率
給｣

と
し

て
配
分
（
支
払
い
）
す

る
と
い
う
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

（
八
木
田
憲
司
議
員
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長

答
弁
】　

例
え
ば
農
業

委
員
が
10
日
間
の
活

動
を
し
た
場
合
、
10

日
間
分
の
報
酬
は
従

来
ど
お
り
町
が
日
額

５
千
９
０
０
円
を
支
払

う
。

　

そ
れ
に
加
え
、
活
動

に
よ
っ
て
耕
作
放
棄
地

が
再
生
す
る
に
至
っ
た

場
合
等
、
実
績
に
応
じ

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

評
価
点
等
の
成
果
率
を

乗
じ
て
交
付
金
を
財
源

と
し
、
能
率
給
を
支
払

う
も
の
。

　

国
は
、
委
員
１
人
あ

た
り
、
１
ヶ
月
、
１
万 

４
千
円
を
基
準
に
交
付

金
を
算
定
す
る
と
し
て

お
り
、
最
低
で
56
万
円

が
町
に
交
付
さ
れ
る

が
、
年
間
目
標
面
積
の

40
％
以
上
の
実
績
が
な

け
れ
ば
、
交
付
金
は
ゼ

ロ
と
な
る
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

【
問
】　

合
併
浄
化
槽
の

補
助
金
が
25
基
の
予
算

に
対
し
て
、
10
基
の
申

請
と
い
う
こ
と
で
減
額

さ
れ
た
が
、
環
境
対
策

と
し
て
、
補
助
の
利
用

を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
西
野
耕
太
郎
議
員
）

【
建
設
課
長
答
弁
】　

町

の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、

住
宅
建
築
な
ど
を
行
う

建
設
会
社
と
も
協
議
を

し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
歳
入
）

【
問
】　

町
の
人
口
が
年
間

約
３
０
０
人
減
少
す
る

な
か
、
町
税
が
増
え
る

見
込
み
の
予
算
を
組
む

要
因
は
。

　
　

ま
た
、
た
ば
こ
税
が

減
っ
て
い
る
が
要
因
は

何
か
。（

中
舘
文
雄
議
員
）

【
税
務
課
長
答
弁
】　

前

年
度
の
税
収
の
実
績
を

基
に
予
算
を
組
ん
で
い

る
。

　
　

平
成
29
年
度
に
お
い

て
は
、
給
与
か
ら
税
金

を
天
引
き
さ
れ
る
会
社

員
が
前
年
度
よ
り
約

１
３
０
人
増
え
た
ほ

か
、
農
業
所
得
が
堅
実

に
推
移
し
て
い
る
こ

と
、
国
の
平
成
30
年
度

地
方
財
政
計
画
の
伸
び

率
な
ど
を
勘
案
し
て
増

額
計
上
を
し
た
。

　
　

な
お
、
た
ば
こ
税
に

関
し
て
は
、
禁
煙
や
税

率
が
低
い
電
子
た
ば
こ

へ
切
り
替
え
る
方
が
多

く
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の

販
売
数
が
減
っ
て
い
る

た
め
、
大
き
く
減
ら
し

て
い
る
。

●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会

なんぶ議会だより

農地パトロールの様子

バーデハウスふくち（温水プール）
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　◦  議案に対する主な質疑（第 78 回定例会、本会議・予算特別委員会）

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
歳
入
）

【
問
】　

ソ
ー
ラ
ー
発
電

事
業
者
に
町
の
土
地
を

貸
す
と
い
う
話
し
が
あ

っ
た
が
、
財
産
貸
付
の

収
入
に
見
込
ん
で
い
る

の
か
。（

夏
堀
文
孝
議
員
）

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業

者
へ
の
土
地
貸
し
付
け

の
協
議
は
、
事
業
者
か

ら
「
見
直
し
た
い
」
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
収

入
と
し
て
は
見
込
ん
で

い
な
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　

な
ん
ぶ
里
バ
ス

と
南
部
町
多
目
的
バ
ス

の
運
行
経
費
と
し
て

８
千
４
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
、教
育
費
に
は
、

約
１
千
万
円
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
　

現
在
、
地
域
交
通
対

策
を
別
々
の
形
で
行
っ

て
い
る
が
、
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

（
八
木
田
憲
司
議
員
）

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

町
の
第
２
次
総
合
振

興
計
画
で
公
共
交
通
機

関
の
充
実
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
も
含
め
、
総
合
的

に
バ
ス
運
行
の
費
用
対

効
果
を
検
証
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】　

南
部
町
多
目
的

バ
ス
は
す
べ
て
業
者
委

託
を
し
て
い
る
が
、
な

ん
ぶ
里
バ
ス
は
町
が
所

有
す
る
バ
ス
を
使
っ

て
、
運
転
を
委
託
し
て

い
る
。

　
　

バ
ス
の
維
持
費
や
修

繕
費
な
ど
を
考
え
る
と

全
て
を
委
託
し
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

町
が
バ
ス
を
所
有
せ

ず
に
運
行
す
る
場
合
の

経
費
等
に
関
し
て
検
討

中
で
あ
る
。

【
問
】　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
現
在
、
ど
の
よ

う
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

（
夏
堀
嘉
一
郎
議
員
）

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

以
前
の
隊
員
の
任
期

が
終
わ
り
、
現
在
は
史

跡
や
歴
史
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
く
れ
る
人
材
を
募
集

し
て
い
る
が
、
応
募
が

な
い
状
況
で
あ
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
民
生
費
）

【
問
】　

多
重
債
務
者
生

活
支
援
資
金
貸
付
金
の

内
容
と
実
績
は
。

（
夏
堀
嘉
一
郎
議
員
）

【
住
民
生
活
課
長
答
弁
】

　
　

多
重
債
務
者
の
生
活

再
建
の
た
め
に
必
要
な

資
金
の
貸
し
付
け
を
行

い
、
支
援
す
る
も
の
。

　
　

平
成
29
年
度
の
実
績

は
２
月
末
現
在
で
11
人

か
ら
相
談
を
受
け
、
そ

の
う
ち
３
人
に
貸
し
付

け
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
衛
生
費
）

【
問
】　

大
平
地
区
の
不

燃
物
処
理
場
の
閉
鎖
工

事
が
終
わ
り
、
今
後
は

地
下
水
な
ど
の
調
査
を

す
る
が
、
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め

ら
れ
る
の
か
。

（
西
野
耕
太
郎
議
員
）

【
住
民
生
活
課
長
答
弁
】

　
　

平
成
29
年
度
で
閉
鎖

工
事
が
終
わ
り
、
２
年

間
の
地
下
水
の
水
質
検

査
が
基
準
値
以
内
で
問

題
が
無
け
れ
ば
閉
鎖
事

業
が
終
了
と
な
る
。

　
　

な
お
、
平
成
29
年
度

の
水
質
検
査
で
は
異
常

が
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
。

【
問
】　

歯
科
口
腔
ケ
ア

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

詳
し
く
お
知
ら
せ
願

う
。（

川
守
田
稔
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　

平
成
30
年
度
か
ら
新

た
に
、
住
民
を
対
象
と

し
た
歯
科
口
腔
の
健
診

を
行
う
。

　

主
な
事
業
と
し
て

は
、
19
歳
か
ら
74
歳
ま

で
５
歳
刻
み
の
方
を
対

象
と
し
て
「
成
人
歯
科

健
診
」
や
「
妊
婦
歯
科

健
診
」、
年
２
回
行
う

「
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
」

な
ど
、
町
内
の
歯
科
に

お
い
て
自
己
負
担
を
い

た
だ
か
ず
に
健
診
等
を

す
る
事
業
を
予
定
し
て

い
る
。

なんぶ里バス

閉鎖工事完了後の福地不燃物処理場（空撮）
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■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
農
林
水
産
業

費
）

【
問
】　

新
事
業
の
「
民

泊
受
け
入
れ
環
境
整
備

事
業
」
と
「
空
き
家
利

活
用
促
進
事
業
」
の
内

容
は
。（

中
舘
文
雄
議
員
）

【
商
工
観
光
交
流
課
長
答

弁
】　

民
泊
受
け
入
れ

環
境
整
備
事
業
は
、
民

泊
の
受
け
入
れ
を
始
め

る
場
合
に
必
要
と
な
る

布
団
な
ど
の
初
期
投
資

費
用
を
助
成
し
、
新
規

参
入
者
を
増
や
す
事
業

で
あ
る
。

　

空
き
家
利
活
用
促
進

事
業
は
、
専
門
業
者
に

空
き
家
内
部
の
片
付
け

を
依
頼
す
る
場
合
の
費

用
に
補
助
を
し
、
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
軒

数
を
増
や
す
た
め
の
事

業
で
あ
る
。

【
問
】　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青

森
な
ん
ぶ
の
達
者
村
に

対
す
る
助
成
金
は
平
成

29
年
度
で
最
後
だ
と
聞

い
て
い
た
が
、
予
算
化

の
目
的
は
。

（
山
田
賢
司
議
員
）

【
町
長
答
弁
】　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
青
森
な
ん
ぶ
の
達

者
村
に
は
、
平
成
29
年

度
ま
で
３
年
間
の
助
成

を
行
っ
た
が
、
自
立
は

な
か
な
か
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

　

総
会
に
出
席
し
た

が
、
農
業
体
験
修
学
旅

行
等
を
中
心
に
歳
入
を

確
保
し
、
い
く
ら
か
は

黒
字
で
あ
る
が
、
国
や

町
の
補
助
を
含
ん
で
の

数
字
で
あ
る
。

　

一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
が
不
安
定
な
要
素
が

あ
る
た
め
、
平
成
29
年

度
の
助
成
金
の
約
半
額

を
予
算
計
上
し
た
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
商
工
費
）

【
問
】　
「
商
業
店
舗
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
金
事
業
」

の
内
容
は
。

（
八
木
田
憲
司
議
員
）

【
商
工
観
光
交
流
課
長
答

弁
】　

商
業
振
興
及
び

活
性
化
、
ま
た
、
商
店

の
持
続
化
を
図
る
た

め
、
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー

ム
代
金
の
10
分
の
２
、

最
大
で
40
万
円
を
補
助

す
る
も
の
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
土
木
費
）

【
問
】　

旧
剣
吉
中
学
校

跡
地
の
若
者
向
住
宅
地

整
備
の
概
要
は
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら

販
売
す
る
見
込
み
だ

が
、
今
年
度
か
ら
Ｐ
Ｒ

が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
町
長
答
弁
】　

現
段

階
で
は
、
50
坪
か
ら

１
０
０
坪
ま
で
50
区
画

の
販
売
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

給
食
費
や
医
療
費
、

奨
学
金
な
ど
、
町
独
自

の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
も
含
め
、
区
画
等
が

決
定
し
次
第
、
早
い
段

階
か
ら
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
農

林
漁
業
体
験
実
習
館
事

業
特
別
会
計
）

【
問
】　

チ
ェ
リ
ウ
ス
の

臨
時
職
員
が
不
足
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
営
業
に
支
障
は
な

い
の
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
商
工
観
光
交
流
課
長
答

弁
】　

現
在
い
る
職
員

は
手
い
っ
ぱ
い
の
状
況

で
あ
る
。

　

宴
会
が
あ
り
、
バ
ス

と
自
動
車
の
２
台
で
送

迎
す
る
場
合
、
フ
ロ
ン

ト
に
立
つ
職
員
が
不
足

し
て
し
ま
う
た
め
、
現

状
で
は
商
工
観
光
交
流

課
の
職
員
が
対
応
し
て

い
る
。

　

な
ん
と
か
、
臨
時
職

員
を
確
保
す
る
よ
う
に

し
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
病

院
事
業
会
計
）

【
問
】　

医
療
セ
ン
タ
ー

に
は
発
電
施
設
が
備
わ

っ
て
い
る
が
、
大
規
模

な
停
電
時
に
は
ど
の
程

度
の
必
要
量
を
カ
バ
ー

で
き
る
の
か
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

【
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長

答
弁
】　

停
電
時
に
は
、

医
療
セ
ン
タ
ー
の
自
家

発
電
装
置
で
約
２
日
半

の
電
力
を
賄
う
能
力
が

あ
る
。

　

た
だ
し
、
健
康
セ
ン

タ
ー
も
接
続
さ
れ
て
お

り
、
必
要
の
な
い
部
分

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
な

ど
し
た
場
合
は
、
３
日

間
賄
う
こ
と
が
で
き

る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
介

護
老
人
施
設
特
別
会

計
）

【
問
】　

老
健
な
ん
ぶ
は
、

臨
時
職
員
数
が
確
保
で

き
ず
、
受
け
入
れ
可
能

数
も
施
設
の
能
力
を
大

き
く
下
回
る
。

　

ま
た
、
職
員
、
医
師
、

委
託
な
ど
、
全
て
の
人

件
費
が
約
１
億
９
千
万

円
と
な
り
、
お
お
よ
そ

同
じ
額
を
町
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
て
い

る
。

　

以
前
か
ら
多
く
の
議

員
が
質
問
し
て
い
る

が
、
平
成
30
年
度
中
に

運
営
の
方
向
性
を
決
定

す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。（

工
藤
正
孝
議
員
）

【
町
長
答
弁
】　

29
床
以

下
で
は
な
く
、
70
床
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
民
間

が
経
営
し
た
方
が
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な

ら
な
い
と
い
う
考
え
も

あ
る
。

　

29
床
以
下
で
の
直
営

継
続
、
民
営
化
、
指
定

管
理
な
ど
、
早
い
う
ち

に
方
向
性
を
決
め
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
現

在
の
職
員
の
処
遇
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

なんぶ議会だより
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問　

工
藤
町
長
は
合

併
協
議
か
ら
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
、
合
併
後
も

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
町
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て

次
の
質
問
を
す
る
。

①
こ
れ
ま
で
の
３
期
12
年

間
の
歩
み
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
４
期
目
で
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
の
展
望
と
課

題
は
何
か
。

②
生
産
労
働
力
の
確
保
や

集
落
営
農
な
ど
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
に
対
す
る

取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁　

①
合
併
時
に

は
「
新
町
建
設
計
画
」
に

基
づ
き
、
旧
町
村
の
特
色

を
生
か
し
た
基
盤
づ
く
り

を
進
め
、
平
成
20
年
度
に

は
町
総
合
振
興
計
画
を
策

定
し
、
計
画
的
な
町
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

具
体
的
に
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
包
括
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拠
点
と

な
る
「
医
療
健
康
セ
ン
タ

ー
の
整
備
」、
町
民
の
交

通
手
段
と
な
る
「
多
目

的
バ
ス
」
運
行
、
子
育

て
支
援
と
し
て
「
給
食

費
」
と
「
医
療
費
」
の
無

償
化
、
若
者
の
移
住
・
定

住
促
進
策
で
あ
る
「
剣
吉

中
学
校
跡
地
宅
地
造
成
事

業
」、
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
を
目
指

し
た
「
鍋
条
例
」
の
制
定

な
ど
、
様
々
な
事
業
を
実

施
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
の
た
め
、
職

員
数
削
減
な
ど
に
取
り

組
み
、
合
併
時
と
比
較

す
る
と
、
基
金
（
貯

金
）
は
約
81
億
円
増
の

１
０
０
億
８
千
万
円
、
地

方
債
（
借
金
）
は
約
82
億

円
減
の
75
億
４
千
万
円
と

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
町
の
歳
入
の

根
幹
で
あ
る
地
方
交
付
税

が
毎
年
連
続
し
て
減
額
さ

れ
、
さ
ら
に
、
合
併
に
よ

る
国
の
財
政
的
な
特
別
措

置
の
期
間
が
平
成
32
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財

政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
は
、
人
口
減
少
に

よ
る
、
地
域
経
済
の
低
迷

や
、
長
寿
化
に
よ
り
多
様

化
す
る
価
値
観
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
な
が

ら
、
住
む
人
が
幸
せ
を
実

感
し
、
持
続
可
能
で
未
来

に
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

②
町
は
生
産
労
働
力
の
確

保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
、
国
・
県
の
各

種
補
助
事
業
と
町
単
独
の

補
助
事
業
と
を
組
み
合
わ

せ
、
経
営
改
善
に
よ
る
農

作
業
の
効
率
化
や
省
力
化

に
務
め
て
い
る
。

　

集
落
営
農
に
関
し
て
は
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
や
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
が
あ
る
が
、
リ

ー
ダ
ー
の
多
忙
や
リ
タ
イ

ヤ
な
ど
に
よ
っ
て
事
業
を

取
り
や
め
る
組
織
が
増
加

し
て
お
り
、
次
の
段
階
で

あ
る
集
落
営
農
組
織
や
法

人
化
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
な
ど
農
業

を
取
り
巻
く
状
況
を
見
る

と
非
常
に
難
し
い
課
題
で

あ
る
が
、
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
町
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
施
策
が
効

果
的
か
を
模
索
し
な
が
ら
、

農
業
者
が
魅
力
を
感
じ
、

誇
り
が
持
て
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

質　

問　

こ
れ
ま
で
議
論

さ
れ
て
き
た
事
案
に
対
す

る
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

①
老
健
な
ん
ぶ
の
運
営
方

針
。

②
町
道
虎
渡
・
広
場
線
の

改
良
工
事
の
実
施
。

③
聖
寿
寺
館
跡
の
整
備
後

の
活
用
方
針
。

④
観
光
協
会
の
位
置
づ
け

と
運
営
の
あ
り
方
。

⑤
未
使
用
、
利
用
率
の
低

い
施
設
等
の
廃
棄
を
含
め

た
整
備
統
合
。

町
長
答
弁　

①
規
模
縮
小

で
の
直
営
継
続
や
民
営
化
、

指
定
管
理
な
ど
、
現
在
の

職
員
の
処
遇
を
踏
ま
え
、

で
き
る
だ
け
早
く
方
向
性

を
示
し
た
い
。

②
冠
水
し
て
通
行
止
め
と

な
ら
な
い
よ
う
、
改
良
工

事
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

③
地
域
住
民
が
親
し
み
、

活
用
で
き
る
史
跡
公
園
と

し
、
全
国
で
の
中
世
南
部

史
研
究
の
拠
点
と
し
て
い

き
た
い
。

④
町
発
展
と
い
う
共
通
認

識
の
も
と
、
観
光
協
会
や

地
域
の
皆
さ
ま
と
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。

⑤
建
設
時
の
用
途
で
使
用

し
て
い
な
い
施
設
は
除
却

を
基
本
と
し
、
住
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
効
率
的
な

管
理
運
営
に
努
め
た
い
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一
　
般
　
質
　
問

　
工
藤
町
長

が
４
期
目

で
目
指
す
ま
ち

づ
く
り
と
は
。

　
幸
せ
を
実

感
で
き
る

持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
し

た
い
。

　
課
題
が
残

る
施
設
や

事
業
の
管
理
運

営
方
針
は
。

　
複
合
化
や

官
民
協
働

な
ど
効
率
的
な

手
法
を
検
討
し

た
い
。

問

答

問

答

中舘  文雄  議員
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問　

多
く
の
納
税
を

獲
得
す
る
た
め
に
、
全
国

各
地
の
自
治
体
が
競
っ
て

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

金
額
を
高
く
し
、
所
管
す

る
総
務
省
が
一
定
の
歯
止

め
を
か
け
て
い
る
。

　

当
町
の
返
礼
品
は
適
正

範
囲
内
で
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
、
近
隣
の

地
域
と
比
較
し
て
も
人
気

が
高
く
、
平
成
28
年
度
の

納
税
額
も
多
か
っ
た
が
、

そ
の
現
状
に
つ
い
て
次
の

こ
と
を
質
問
す
る
。

①
平
成
29
年
度
に
町
が
受

け
た
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄

附
金
）
の
実
績
。

②
南
部
町
を
選
ん
だ
納
税

者
の
意
識
。

③
納
税
さ
れ
た
お
金
を
町

は
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い

る
の
か
。

町
長
答
弁　

ふ
る
さ
と
納

税
（
寄
附
金
）
は
、
南
部

町
に
ゆ
か
り
の
な
い
多
く

の
方
々
か
ら
、
全
国
数
多

く
の
自
治
体
の
中
の
「
青

森
県
南
部
町
」
を
選
ん
で

い
た
だ
き
、
返
礼
品
を
通

し
て
町
の
魅
力
を
感
じ
、

「
訪
れ
た
い
」
き
っ
か
け

と
な
る
な
ど
、
情
報
発
信

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

①
平
成
30
年
２
月
18
日
現

在
で
、
前
年
度
実
績
の
約

２
倍
の
１
億
９
千
７
８ 

７
万
７
千
円
の
寄
附
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

②
寄
附
の
際
に
５
２
２
件

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

町
の
選
定
理
由
や
意
見
を

聞
い
て
い
る
。

　

寄
附
し
た
き
っ
か
け
と

し
て
は
、「
返
礼
品
が
ほ

し
い
か
ら
」
が
４
２
６
件

で
82
％
、「
町
の
事
業
に

協
力
し
た
い
」
が
75
件
で

14
％
、「
町
に
ゆ
か
り
が

あ
る
か
ら
」
が
21
件
で
４

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
に
対
す
る
意
見
で

は
、「
農
業
施
策
」
や
「
地

域
産
業
の
発
展
」、「
高
齢

者
の
方
々
を
大
事
に
若
い

人
た
ち
が
集
う
ま
ち
づ
く

り
」
を
願
う
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

③
平
成
28
年
度
の
１
億 

53
万
円
は
、
平
成
29
年
度

の
剣
吉
中
学
校
跡
地
宅
地

造
成
事
業
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
、
新
規
就
農

者
支
援
事
業
な
ど
の
財
源

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

平
成
29
年
度
の
寄
附
金

約
２
億
円
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
の
事
業
に
加
え
て
、

農
村
整
備
、
ス
プ
レ
ヤ
ー

購
入
助
成
、
観
光
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
事
業
の
財
源
に

も
活
用
し
て
い
く
こ
と
を

平
成
30
年
度
予
算
で
計
画

し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
が
進
む
今
日

で
は
あ
る
が
、
住
民
が
元

気
で
明
る
く
過
ご
せ
る

「
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

願
い
」
の
込
め
ら
れ
た
ふ

る
さ
と
納
税
に
感
謝
を
し

な
が
ら
、
大
切
か
つ
有
効

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

町
で
は
多
く
の

果
樹
が
生
産
さ
れ
て
い
る

が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
新
品

種
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
は
、

数
年
先
に
は
町
の
主
力
果

樹
に
な
る
と
考
え
る
。

　

一
方
、
山
形
県
で
も
大

粒
の
新
品
種
が
開
発
さ
れ

た
と
報
道
さ
れ
た
。

　

国
内
競
争
が
激
化
す
る

な
か
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
る
た
め
に
は
、
設
備
等

の
助
成
に
工
夫
を
す
る
な

ど
、
生
産
者
と
話
し
合
い

な
が
ら
生
産
量
を
確
保
し
、

流
通
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

町
長
答
弁　

町
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
「
ジ
ュ
ノ
ハ

ー
ト
」
の
苗
木
の
購
入
に

補
助
を
し
て
お
り
、
平
成

30
年
度
末
に
は
約
２
千
本

が
町
内
で
栽
培
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、「
ジ
ュ
ノ
ハ

ー
ト
」
は
、
平
成
25
年
に

県
が
品
種
登
録
を
し
て
、

リ
ン
ゴ
に
次
ぐ
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
し
て
い
る
た
め
、

栽
培
・
販
売
な
ど
は
県
の

計
画
に
沿
っ
て
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

県
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
町
に
と

っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
知
事

や
県
の
部
長
等
に
対
し

「
県
内
で
は
南
部
町
が
中

心
と
な
り
サ
ク
ラ
ン
ボ
栽

培
を
進
め
て
き
た
」
と
強

く
言
っ
て
き
た
。

　

県
が
平
成
28
年
に
立
ち

上
げ
た
「
お
う
と
う
ジ
ュ

ノ
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
協
議
会
」
委
員
に
は
、

他
町
村
に
比
べ
て
非
常
に

多
い
人
数
が
町
か
ら
選
ば

れ
、
平
成
29
年
に
は
町
の

協
議
会
も
立
ち
上
げ
た
。

　
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
は

平
成
32
年
度
か
ら
市
場
に

流
通
す
る
計
画
で
、
山
形

県
の
新
品
種
よ
り
２
年
早

い
見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
の
機
会
を
逃
さ
ぬ
よ

う
、
県
と
緊
密
な
関
わ
り

を
持
ち
な
が
ら
、「
ジ
ュ

ノ
ハ
ー
ト
の
ま
ち
南
部

町
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

産
地
化
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

なんぶ議会だより

　
好
調
な
町

の
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金

の
実
績
と
納
税

者
の
意
識
、
町

の
使
い
方
は
。

問

　
国
内
競
争

に
勝
て
る

よ
う
な
「
ジ
ュ

ノ
ハ
ー
ト
」
の

産
地
化
を
進
め

ら
れ
る
か
。

問

　
住
民
が
明

る
く
過
ご

せ
る
ま
ち
づ
く

り
へ
の
願
い
を

込
め
た
寄
附
に

感
謝
し
、
有
効

活
用
し
た
い
。

答

　
県
が
ブ
ラ

ン
ド
化
を

進
め
る
中
で
も

南
部
町
の
存
在

感
を
示
し
て
い

き
た
い
。

答

山田  賢司  議員



広報なんぶちょう　6月号 30

　◦　一　般　質　問
質　

問　

県
内
の
外
国
人

労
働
者
数
は
平
成
28
年
10

月
末
で
２
千
１
４
１
人
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
製
造

業
分
野
で
の
従
事
者
が
多

く
、
農
林
業
は
少
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
次
の
こ
と

を
質
問
す
る
。

①
町
内
に
お
け
る
外
国
人

労
働
者
の
雇
用
状
況
。

②
少
子
高
齢
化
に
よ
る
農

業
の
労
働
力
不
足
を
補
う

た
め
、
外
国
人
の
雇
用
に

つ
い
て
県
や
Ｊ
Ａ
等
に
働

き
か
け
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長
答
弁　

全
国
的
に
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
労

働
力
の
確
保
は
、
全
市
町

村
が
抱
え
る
課
題
で
あ

り
、
町
単
独
で
の
対
応
は

困
難
な
部
分
が
あ
る
。

　

ま
た
、
労
働
力
不
足
は

農
業
分
野
の
み
な
ら
ず
、

全
産
業
の
課
題
で
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

な
お
、
外
国
人
労
働
者

受
け
入
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
人
手
不
足
の
解

消
と
農
業
の
活
性
化
、
食

料
自
給
率
の
維
持
や
向
上

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
邦
人
の
就
職
へ

の
マ
イ
ナ
ス
影
響
、
言
葉

や
習
慣
の
違
い
、
賃
金
の

問
題
、
世
代
交
代
な
ど
、

長
期
的
に
見
る
と
課
題
の

先
送
り
と
な
る
恐
れ
が
挙

げ
ら
れ
る
。

①
当
町
に
就
労
目
的
で
在

留
し
て
い
る
外
国
人
は
平

成
30
年
１
月
末
現
在
で
25

人
で
あ
り
、
中
小
企
業
に

お
い
て
外
国
人
労
働
者
を

受
け
入
れ
る
な
ど
、
労
働

者
の
確
保
対
策
を
進
め
て

き
た
。

　

国
は
、
農
作
業
な
ど
に

従
事
す
る
外
国
の
人
材
を

国
家
戦
略
特
区
指
定
地
域

が
受
け
入
れ
、
地
域
内
の

企
業
が
契
約
に
基
づ
い
て

雇
用
す
る
、「
国
家
戦
略

特
区
農
業
支
援
外
国
人
受

入
事
業
」
を
実
施
し
て
い

る
。

　

日
本
の
産
業
全
体
の
外

国
人
労
働
者
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
29
年
は
約

61
万
人
と
、
全
労
働
者

５
千
万
人
の
１
・
２
％
に

相
当
す
る
。

　

た
だ
し
、
不
法
労
働
者

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
不

法
労
働
者
約
４
万
６
千
人

の
う
ち
、
農
林
水
産
業
関

連
は
１
・
９
％
の
８
５
１

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
は
、
平
成
29
年
５
月

に
「
青
森
県
農
業
労
働
力

不
足
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
、
農
業
分
野
に
お
け

る
労
働
力
不
足
に
つ
い
て

の
実
態
把
握
や
対
策
を
検

討
す
る
と
し
て
い
る
。

②
現
在
、
県
に
お
い
て
も

検
討
、
模
索
し
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
町
と
し
て
は

今
後
の
動
向
を
注
視
し
、

ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要

か
、
ま
た
、
将
来
的
な
農

業
の
あ
り
方
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

質　

問　

総
務
省
が
平
成

29
年
４
月
に
公
表
し
た

「
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
」

で
は
、
青
森
県
は
98
・
０

で
全
国
42
位
と
低
く
、
県

内
で
は
三
戸
郡
が
低
く
、

さ
ら
に
南
部
町
は
92
・
８

で
低
い
状
況
で
あ
る
。

　

合
併
10
年
が
過
ぎ
、
職

員
の
定
数
が
減
り
、
業
務

量
は
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
適
正
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

町
長
答
弁　

町
職
員
の
平

成
29
年
に
お
け
る
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
は
、
県
内
40

市
町
村
中
、
下
か
ら
５
番

目
と
な
っ
て
い
る
。

　

合
併
後
に
、
行
政
の
ス

リ
ム
化
や
事
務
の
効
率
化

に
取
り
組
み
、
普
通
会
計

の
職
員
数
は
83
人
減
少
し

て
お
り
、
今
後
も
職
員
一

人
ひ
と
り
の
業
務
量
は
増

大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

　
「
職
員
の
給
与
は
税
金

で
賄
わ
れ
て
い
る
」
こ
と

か
ら
、
更
な
る
業
務
の
効

率
化
や
人
員
配
分
の
見
直

し
を
図
り
な
が
ら
、
今
後

も
町
民
の
理
解
と
納
得
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
給
与
水

準
の
適
正
化
に
努
め
て
い

き
た
い
。

国 家 戦 略 特 区 と は
　地域や分野を限定し、大胆な規制・制
度の緩和や税制面の優遇を行う国の規制
改革制度で、平成 29 年 10 月現在では 10
地区が指定されています。
①新潟市		②東京圏		③関西圏		④養父市
⑤福岡市・北九州市		⑥沖縄県		⑦仙北市
⑧仙台市		⑨愛知県		⑩広島県・今治市

ラスパイレス指数とは

　国家公務員行政職の給
与水準を 100 とした場合
に、地方公務員一般行政
職の給与水準を示す指数
のことです。

　
農
業
の
労

働
力
確
保

の
た
め
、
外
国

人
雇
用
の
働
き

か
け
が
で
き
な

い
か
。

　
現
在
、
県

に
お
い
て

も
検
討
・
模
索

の
段
階
で
あ
り
、

動
向
を
注
視
し

た
い
。

　
定
数
減
で

業
務
量
が

増
え
る
町
職
員

の
給
与
は
適
正

で
あ
る
か
。

　
税
金
で
賄 

う
た
め
、

町
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
定
員

管
理
と
適
正
化

に
努
め
た
い
。

問

答

問

答

西野  耕太郎  議員



広報なんぶちょう　6月号31

　◦　一　般　質　問
質　

問　

小
・
中
学
校
の

生
徒
数
が
減
少
し
、
一
つ

の
学
校
で
は
部
活
動
を
正

常
に
行
う
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
末
、
文
部

科
学
省
が
公
表
し
た
「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

に
関
す
る
緊
急
対
策
」
で

は
、「
教
師
の
負
担
軽
減
」

と
「
適
正
指
導
」
の
観
点

か
ら
「
外
部
指
導
員
等
の

積
極
的
な
参
画
を
促
す
」

提
言
が
さ
れ
た
が
、
町
の

現
状
に
つ
い
て
次
の
こ
と

を
質
問
す
る
。

①
小
・
中
学
校
の
部
活
動

の
現
状
。

②
休
部
や
廃
部
の
状
況
と

今
後
の
推
移
。

③
今
後
の
部
活
動
の
体
制

や
取
り
組
み
。

教
育
長
答
弁　

①
小
学
校

の
部
活
動
に
は
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
と
文
化
ク
ラ
ブ
が

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
各
小
学
校
単
位
に
結
成

さ
れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
」
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
し
て
お
り
、
平
成
29
年

４
月
現
在
で
16
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
活
動
を
し
て

い
る
。

　

活
動
の
形
態
は
、
学
校

単
独
で
活
動
し
て
い
る
も

の
、
近
隣
の
学
校
と
合
同

で
活
動
を
し
て
い
る
も

の
、「
総
合
型
ク
ラ
ブ
な

な
っ
ち
」
に
加
入
し
て

活
動
し
て
い
る
も
の
と
、

様
々
で
あ
る
。

　

ま
た
、
文
化
ク
ラ
ブ
は

２
種
類
あ
り
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
は
５
校
、
書
道
は
１

校
で
実
施
し
て
い
る
。

　

次
に
中
学
校
の
部
活
動

の
現
状
だ
が
、
現
在
、
陸

上
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ

ー
、
野
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、剣
道
、卓
球
、吹
奏
楽
、

文
芸
、
合
せ
て
10
種
の
部

活
動
が
あ
り
、
外
部
指
導

者
が
つ
い
て
い
る
部
活
動

は
11
の
部
活
動
で
、
男
女

合
せ
て
15
人
の
外
部
指
導

者
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

②
平
成
29
年
４
月
と
５
年

前
の
状
況
を
比
較
す
る

と
、小
学
校
で
は
１
種
目
、

中
学
校
で
は
３
種
目
が
休

部
・
廃
部
と
な
っ
て
い
る
。

③
国
は
、「
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
」と
し
て
、

教
員
の
負
担
軽
減
と
指
導

の
充
実
の
た
め
に
「
部
活

動
指
導
員
」
の
活
用
を
含

め
た
地
域
連
携
な
ど
、
必

要
な
方
策
を
講
じ
る
と
し

て
い
る
。

　

町
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
専
門
の
知
識
や
技

術
を
持
っ
て
い
る
地
域
の

方
々
の
情
報
を
集
約
し
、

学
校
が
求
め
る
外
部
人
材

の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
学
校
及
び
地

域
に
対
し
、
外
部
指
導
者

の
職
務
な
ど
に
つ
い
て
広

く
周
知
を
行
い
、
共
通
理

解
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

国
は
、
平
成
30
年
度
に

「
部
活
動
指
導
員
」
の
運

営
に
関
す
る
指
針
を
作
成

す
る
予
算
を
計
上
し
て
お

り
、
今
後
も
国
や
県
の
動

向
に
注
視
し
な
が
ら
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

部活動指導員の制度化

　高校・中学校の部活動で、顧問（教諭等）と連携し
て技術指導を行っていた従来の「外部指導者」では、
事故等の責任の所在などから大会等の引率ができませ
んでした。
　平成 29 年４月に制度化された「部活動指導員」は、
校長の監督を受けて部活動の顧問や大会の引率、保護
者への連絡などが可能であるとされています。

中央教育審議会「学校における働き方改革に関する緊急対策」抜粋【文部科学省資料】

　平成 29 年 12 月 22 日の中央教育審議会は、「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・
運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策」として、「これまで学校・
教師が担ってきた代表的な業務のあり方に関する考え方」として以下のようにまとめました。

基本的には学校以外が
担うべき業務

学校の業務だが、必ずしも
教師が担う必要のない業務

教師の業務だが、負担軽減が
可能な業務

①登下校に関する対応
②放課後から夜間などにおけ

る見回り、児童生徒が補導
されたときの対応

③学校徴収金の徴収・管理
④地域ボランティアとの連絡

調整 

⑤調査・統計等への回答等
⑥児童生徒の休み時間における

対応
⑦校内清掃
⑧部活動

⑨給食時の対応
⑩授業準備
⑪学習評価や成績処理
⑫学校行事の準備、運営
⑬進路指導
⑭支援が必要な児童生徒・家庭

への対応

なんぶ議会だより

　
国
の
「
学

校
に
お

け
る
働
き
方
改

革
」
で
部
活
動

は
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
。

　
国
の
動
向

を
注
視
し

て
地
域
へ
の
周

知
と
共
通
理
解

を
図
り
た
い
。

問

答

松本  啓吾  議員



広報なんぶちょう　6月号 32

　◦　一　般　質　問
質　

問　

国
の
生
産
調
整

政
策
「
直
接
支
払
い
交
付

金
」
が
廃
止
さ
れ
、
コ
メ

生
産
農
家
の
所
得
低
下
と

生
産
過
剰
に
よ
る
価
格
低

下
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
昨

年
、「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」

の
特
別
栽
培
米
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
た
「
南
部
達
者

米
」
は
、
同
じ
銘
柄
の
通

常
栽
培
に
比
べ
て
も
高
く

販
売
で
き
る
た
め
、
コ
メ

生
産
農
家
の
経
営
安
定
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、

次
の
こ
と
を
質
問
す
る
。

①
平
成
29
年
に
作
付
け
し

た
「
南
部
達
者
米
」
の
面

積
、
収
穫
量
、
販
売
価
格
、

販
売
先
は
。

②
生
産
量
と
販
路
を
拡
大

す
る
た
め
の
課
題
や
取
り

組
み
。

③
作
業
量
が
増
え
る
特
別

栽
培
の
省
力
化
の
た
め
、

機
械
購
入
費
を
助
成
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

平
成
29
年
10

月
29
日
に「
南
部
達
者
米
」

を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
、
年
内

に
完
売
し
て
い
る
。

①
作
付
面
積
は
50
ア
ー

ル
、
総
収
穫
量
は
精
米
ベ

ー
ス
で
１
千
５
１
３
キ
ロ

グ
ラ
ム
、
生
産
者
か
ら
の

買
い
取
り
価
格
は
１
俵
あ

た
り
１
万
６
千
円
、
町
内

の
商
店
で
は
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
あ
た
り
４
０
０
円
で
の

販
売
と
し
た
。

　

町
内
外
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
店
舗
前
、
東

京
駅
構
内
及
び
横
浜
市
栄

区
民
ま
つ
り
に
お
け
る
イ

ベ
ン
ト
で
販
売
し
た
ほ

か
、
町
内
の
小
・
中
学
校

の
学
校
給
食
で
提
供
し
て

い
る
。

②
平
成
29
年
度
は
初
め
て

の
販
売
で
あ
る
た
め
、
Ｐ

Ｒ
に
重
点
を
置
き
、
イ
ベ

ン
ト
販
売
を
中
心
に
行
っ

た
。

　

平
成
30
年
産
に
は
、
新

た
に
３
名
の
生
産
者
に
賛

同
を
い
た
だ
き
、
６
名
で

前
年
の
約
２
倍
の
１
０
６

ア
ー
ル
を
作
付
け
す
る

が
、
も
う
少
し
増
え
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

販
売
先
確
保
に
向
け
た

商
談
を
平
成
29
年
12
月
か

ら
随
時
進
め
て
お
り
、
味

も
高
評
価
で
あ
る
た
め
、

「
南
部
町
産
米
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
委
員
会
」
や
「
南

部
達
者
米
生
産
者
部
会
」

と
連
携
し
、
軌
道
に
乗
る

よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
。

③
「
南
部
達
者
米
」
は
、

農
作
業
の
増
加
を
加
味
し

た
価
格
に
決
定
し
、
現
在

は
、
生
産
者
か
ら
機
械
購

入
費
の
補
助
等
に
関
す
る

要
望
は
出
て
い
な
い
。

　

特
別
栽
培
だ
か
ら
特
別

な
農
機
具
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
が
、
今
後
、
生
産
者

か
ら
意
見
や
要
望
が
あ
れ

ば
、
国
や
県
の
補
助
事
業

の
活
用
な
ど
、
効
果
的
な

支
援
策
を
総
合
的
に
判
断

し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

町
は
町
道
・
農

道
な
ど
、
基
準
に
合
っ
た

路
線
の
優
先
順
位
を
検
討

し
、
順
次
、
整
備
を
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
生
活
に
密
着

し
な
が
ら
、
町
道
認
定
の

基
準
に
当
て
は
ま
ら
な
い

た
め
に
、
道
路
整
備
の
要

望
が
で
き
な
い
道
路
「
私

道
」
に
つ
い
て
も
、
緊
急

車
両
の
通
行
や
安
全
確

保
、
生
活
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
の
整
備
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
町
が
で

き
る
対
策
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

民
間
が
行
う

１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

の
面
積
の
宅
地
分
譲
・
開

発
な
ど
は
、
町
と
の
協
議

が
不
要
で
あ
る
た
め
、
個

人
や
不
動
産
会
社
名
義
の

道
路
「
私
道
」
に
つ
い
て
、

町
は
箇
所
数
な
ど
を
把
握

し
て
い
な
い
。

　

個
人
が
宅
地
を
購
入
す

る
場
合
、
接
続
道
路
の
幅

員
な
ど
を
確
認
し
て
購
入

す
る
と
思
わ
れ
、
私
道
は

あ
く
ま
で
も
私
有
地
で
あ

り
、
土
地
の
所
有
者
が
管

理
を
検
討
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

私
道
の
み
な
ら
ず
、
町

道
で
も
狭
い
箇
所
が
あ

り
、
安
全
対
策
も
含
め
て

多
く
の
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
予
算
の
問
題

も
あ
り
、
全
て
を
一
度
に

は
整
備
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

全
て
を
町
が
整
備
し
て

い
く
こ
と
で
課
題
が
生
じ

る
恐
れ
も
あ
り
、
現
状
を

把
握
し
な
が
ら
、
状
況
に

応
じ
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
「
南
部
達

者
米
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に

ど
う
取
り
組
む

の
か
。

　
生
産
者
と

相
談
し
、

ま
ず
は
生
産
量

を
確
保
し
て
い

き
た
い
。

　
生
活
に
密

着
し
た
私

道
の
整
備
が
で

き
な
い
か
。

　
私
有
地
は

個
人
管
理

と
考
え
る
が
、

課
題
や
現
状
を

確
認
し
た
い
。

問

答

問答

八木田  憲司  議員

南部達者米
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　◦　一　般　質　問
質　

問　

産
業
と
観
光
分

野
で
大
き
な
役
割
を
担
う

町
の
基
幹
産
業
「
農
業
」

に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を

質
問
す
る
。

①
農
家
戸
数
の
減
少
が
主

要
農
産
物
の
生
産
量
に
与

え
る
影
響
は
。

②
定
年
帰
農
の
実
績
と
現

状
は
。

③
農
家
戸
数
減
少
に
関
す

る
対
策
に
つ
い
て
。

町
長
答
弁　

①
農
林
業

セ
ン
サ
ス
（
国
の
統
計

質　

問　

町
の
図
書
館
の

特
徴
な
ど
に
つ
い
て
次
の

質
問
を
す
る
。

①
一
般
の
利
用
者
数
。

②
一
般
へ
の
貸
出
書
数
。

③
書
籍
を
買
い
足
す
際
の

選
定
基
準
。

④
郷
土
史
や
民
族
史
の
部

分
に
貧
弱
さ
を
感
じ
る

が
、
増
補
す
る
考
え
は
な

い
か
。

教
育
長
答
弁　

①
平
成

28
年
度
の
実
績
は
１
万 

１
３
５
人
。

②
平
成
28
年
度
実
績
で

調
査
）
で
は
、
町
の
農

家
戸
数
は
平
成
17
年
に

１
千
６
３
８
戸
、
平
成
27

年
に
１
千
２
３
１
戸
と
10

年
間
で
４
０
７
戸
減
少
し

た
。

　

作
物
別
の
推
移
は
左
下

の
表
の
と
お
り
で
、
水
稲

は
農
家
戸
数
の
減
少
に
伴

い
生
産
量
が
減
少
し
て
い

る
が
、
果
樹
の
西
洋
梨
、

桃
、
桜
桃
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
リ
ン
ゴ
か
ら
の
転

換
が
考
え
ら
れ
る
。

　

従
っ
て
、
農
家
戸
数
の

減
少
が
生
産
量
減
少
の
一

因
で
は
あ
る
が
、
経
営
改

善
や
省
力
化
に
よ
っ
て
生

産
量
や
品
質
が
向
上
し
、

経
営
の
健
全
化
が
図
ら
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

②
定
年
帰
農
に
関
す
る
調

査
結
果
は
無
い
が
、
農
林

業
セ
ン
サ
ス
で
「
農
業
後

継
者
が
あ
る
」
と
答
え
た

農
家
は
、
平
成
17
年
が

８
１
０
戸
、
平
成
27
年
が

５
５
６
戸
と
10
年
間
で
お

お
よ
そ
半
減
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
、
後
継
者
が

別
居
し
て
い
る
と
答
え
た

農
家
は
70
戸
増
加
し
て
い

１
万
４
千
７
２
４
冊
。

③
利
用
者
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
を
勘
案
し
、
各
ジ
ャ

ン
ル
に
偏
り
が
で
な
い
よ

う
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
購
入

し
て
い
る
。

④
名
川
中
学
校
図
書
室
１

階
に
は
、
約
２
万
８
千
冊

の
民
族
的
書
籍
を
所
蔵
し

て
い
る
が
、
専
門
的
知
識

に
応
え
る
書
籍
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
要
望
を
重

視
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
な
が
ら
選
書
・
購
入
を

し
た
い
。

質　

問　

少
子
高
齢
化
に

伴
い
、
町
が
力
を
注
ぐ
子

育
て
支
援
は
重
要
で
あ
る

が
、
育
っ
た
子
ど
も
達
の

地
元
定
着
に
関
し
て
次
の

質
問
を
す
る
。

①
高
校
卒
業
後
の
若
者
の

町
外
・
県
外
へ
の
流
出
数

と
県
内
の
大
学
・
専
門
学

校
卒
業
後
の
動
向
。

②
町
外
で
の
学
業
終
了
後

の
地
元
回
帰
者
数
。

る
こ
と
か
ら
、
定
年
後
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
就
農
す
る

方
は
増
え
て
い
る
と
推
測

で
き
る
。

③
町
は
新
規
就
農
者
支
援

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
が
、
将
来
を
見
据
え
る

と
、
定
年
後
に
就
農
す
る

「
小
規
模
農
家
」
へ
の
対

策
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

国
に
対
し
、
私
を
含
め

た
多
く
の
首
長
か
ら
「
大

規
模
農
家
へ
の
支
援
を
優

先
す
る
が
小
規
模
農
家
へ

の
支
援
が
ほ
し
い
」
と
の

要
望
が
出
て
い
る
た
め
、

粘
り
強
く
要
望
を
し
て
い

き
た
い
。

教
育
長
答
弁　

高
校
・
大

学
卒
業
後
の
動
向
調
査
が

な
い
た
め
、
町
に
お
け
る

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方

の
平
成
28
年
度
の
転
入
・

転
出
者
数
と
理
由
を
基
に

お
答
え
す
る
。

①
転
出
理
由
と
人
数
は
、

転
勤
23
人
、
就
職
86
人
、

転
職
17
人
、
就
学
22
人
、

卒
業
１
人
で
あ
っ
た
。

②
転
入
理
由
と
人
数
は
、

転
勤
35
人
、
就
職
24
人
、

転
職
32
人
、
就
学
２
人
、

卒
業
１
人
で
あ
り
、
転
出

者
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

町の水稲、リンゴ、桜桃の
作 付 面 積 、 生 産 量 の 推 移

水稲 49ha減　268㌧減
（平成 17 年→平成 27 年）

リンゴ 14ha減　378㌧減
（平成 19 年→平成 28 年）

桜桃 5ha増　25㌧増
（平成 19 年→平成 28 年）

町における 15 歳から 39 歳までの
転入・転出者数の推移

年度 転入
（Ａ）

転出
（Ｂ） Ａ−Ｂ

平成 26 87人 164人 △77人

平成 27 82人 126人 △44人

平成 28 94人 149人 △55人

なんぶ議会だより

　
定
年
後
の

就
農
な
ど

農
家
減
少
へ
の

対
策
を
。

　
郷
土
史
な

ど
の
特
徴

あ
る
図
書
館
に
。

　
転
出
者
が

多
い
傾
向

に
あ
る
。

　
高
校
卒
業

後
の
地
元

定
着
の
実
態
は
。

　
小
規
模
農

家
の
支
援

も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
利
用
者
の

要
望
を
重

視
し
て
選
書
・

購
入
し
た
い
。

問

問

答

問

答

答

久保  利樹  議員

川守田  稔  議員
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　◦　一　般　質　問
質　

問　

新
庁
舎
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
が
洪
水
時
に

通
行
止
め
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
次
の

こ
と
を
質
問
す
る
。

①
南
部
地
区
か
ら
は
、
諏

訪
ノ
平
の
陸
橋
の
下
を
通

る
が
、
雨
天
時
に
水
溜
ま

り
と
な
り
、
迂
回
が
必
要

と
な
る
が
対
策
は
。

②
洪
水
時
の
ア
ク
セ
ス
道

路
は
山
側
か
ら
の
み
と
な

る
が
、
周
辺
道
路
の
対
策

は
ど
う
す
る
の
か
。

③
こ
れ
ら
町
民
に
降
り
か

か
る
問
題
点
を
踏
ま
え
、

新
庁
舎
の
完
成
ま
で
に
ア

ク
セ
ス
道
路
を
整
備
す
る

こ
と
が
責
務
だ
と
考
え
る

が
、
工
期
や
財
源
は
ど
う

な
る
の
か
。

町
長
答
弁　

建
設
用
地
の

選
定
、
そ
の
後
の
基
本
計

画
の
段
階
で
も
、
利
便
性

の
良
い
周
辺
道
路
網
の
整

備
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

用
地
検
討
委
員
会
等
か
ら

の
提
言
を
受
け
て
い
る
。

①
県
道
高
瀬
・
諏
訪
ノ
平

停
車
場
線
と
青
い
森
鉄
道

陸
橋
と
の
交
差
箇
所
は
、

通
行
車
両
の
高
さ
が
３
・

８
メ
ー
ト
ル
に
制
限
さ

れ
、
幅
員
も
狭
く
、
大
雨

時
に
冠
水
し
て
通
行
不
能

と
な
る
問
題
が
あ
る
。

　

三
八
地
域
県
民
局
か
ら

は
、
国
道
４
号
、
青
い
森

鉄
道
、
馬
淵
川
が
近
接
し

て
お
り
、
高
さ
に
制
限
が

あ
る
た
め
、
道
路
改
良
が

難
し
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　

南
部
地
区
か
ら
は
、
赤

石
地
区
や
虎
渡
地
区
を
経

由
す
る
ル
ー
ト
な
ど
が
あ

る
と
考
え
、
そ
れ
ら
の
道

路
に
つ
い
て
対
策
を
考
え

て
い
き
た
い
。

②
国
道
４
号
か
ら
の
進
入

ル
ー
ト
で
あ
る
町
道
虎

渡
・
広
場
線
は
、
洪
水
時

に
冠
水
し
、
通
行
止
め
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
30
年
度
に
現
地

調
査
を
し
て
、
早
急
な
道

路
改
良
を
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
県
道
櫛
引
上
名

久
井
三
戸
線
で
は
、
森
越

地
区
の
完
成
が
見
込
ま

れ
、
今
後
は
、
埖
渡
地
区
、

赤
石
地
区
と
順
次
、
整
備

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

③
国
道
４
号
や
各
地
域
と

の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
た
め
、
建
設
用
地
に
隣

接
す
る
南
側
の
県
道
、
東

側
と
西
側
の
町
道
を
幹
線

道
路
と
位
置
づ
け
、
歩
道

を
備
え
た
２
車
線
の
道
路

と
し
て
整
備
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

　

た
だ
し
、
全
路
線
を
平

成
32
年
度
ま
で
に
整
備
す

る
の
は
無
理
が
あ
る
た

め
、
順
次
、
周
辺
道
路
網

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　

庁
舎
建
設
用
地
内
は

「
合
併
特
例
債
」
を
、
建

設
用
地
外
は
「
過
疎
対
策

事
業
債
」
の
活
用
を
見
込

み
、
町
の
財
源
を
な
る
べ

く
か
け
な
い
よ
う
、
検
討

し
て
取
り
組
み
た
い
。

質　

問　
「
住
民
に
寄
り

添
う
」
と
し
て
行
政
が
用

意
し
た
形
骸
的
な
場
に
、

各
団
体
の
ト
ッ
プ
を
集
め

て
会
議
を
開
催
す
る
従
来

の
方
法
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
は
成
功
で
き
な
い
と
考

え
る
。

　

今
年
２
月
に
「
な
ん
ぶ

農
園
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

青
森
な
ん
ぶ
の
達
者
村
」

が
商
品
開
発
で
国
か
ら
認

定
さ
れ
た
よ
う
に
、
や
る

気
を
持
っ
て
頑
張
る
事
業

主
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
や
雇
用

が
発
生
す
れ
ば
、
地
域
が

活
性
化
す
る
。

　

町
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
や
る
気
と
得
意
分
野
を

持
つ
人
材
を
発
掘
し
て
い

く
の
か
質
問
す
る
。

町
長
答
弁　

町
内
の
若
者

が
自
主
的
に
名
久
井
岳
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
町
の
交
流
人
口
増

加
や
Ｐ
Ｒ
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。

　

町
の
計
画
策
定
時
に
も

や
る
気
と
得
意
分
野
を
持

っ
た
方
々
か
ら
委
員
と
し

て
参
画
し
て
い
た
だ
き
、

意
見
な
ど
を
町
の
取
り
組

み
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
行
政
だ

け
で
行
う
の
で
は
な
く
、

自
分
の
こ
と
と
し
て
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
住
民
が
主
体
的

に
取
り
組
む
活
動
に
注
視

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町

の
事
業
に
住
民
が
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
た
い
。

　
新
庁
舎
の

ア
ク
セ
ス

道
路
は
洪
水
時

に
通
行
止
め
と

な
ら
な
い
か
。

　
庁
舎
建
設

に
合
わ
せ

て
ア
ク
セ
ス
道

路
網
も
整
備
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
ち
づ
く

り
に
重
要

な
民
間
人
の
発

掘
の
方
法
は
。

　
住
民
が
参

加
し
や
す

い
環
境
づ
く
り

に
努
め
た
い
。

問

答

問

答

夏堀  嘉一郎  議員

町道虎渡・広場線（医療・健康センター付近）
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１）農用地利用状況（耕作放棄地）に係る現地調査【７月】
２）南部地区公営住宅整備事業（基本計画）に係る現地調査【10 月】

　◦　第 79 回臨時会、常任委員会の年間計画、議会傍聴など

　

平
成
30
年
の
節
目
の
年
も
早
、 

半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
昨
年
か
ら

議
会
だ
よ
り
に
中
表
紙
を
取
り
入

れ
、 

見
出
し
や
写
真
、 

説
明
文
な

ど
を
盛
り
込
む
こ
と
で
少
し
で
も

解
り
や
す
く
議
会
活
動
を
理
解
し

て
頂
け
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

南
部
町
議
会
・
常
任
委
員
会

等
、 

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
か
、 

今
後
も
解
り
や
す
く
多

く
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
頂
け

る
よ
う
編
集
を
し
て
い
き
ま
す
の

で
、 

読
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ど
ん
ど
ん
御
意
見
、 

御
希
望

等
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
南
部
町
住
民
の
皆
様
の

御
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

夏
堀　

文
孝　

記

委
員
会
か
ら

議会傍聴
　平成 29 年度の決算を審査する９
月定例会を８月31日に開会する予
定ですので、傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがあります
ので、議会事務局までお問い合わ
せください。☎	0178-84-2124

佐
々
木
俊
昭
氏
を
副
町
長
に

選
任

　坂本勝二氏には、平成 22
年４月５日から８年に亘り副
町長として、町政発展にご尽
力いただきました。
　今後は、町民の立場から、
町に対するご支援・ご協力を
お願いいたします。

１）多目的バス・なんぶ里バス運行事業について【７月】
２）町有地売却事業（遊休地の現況）について【７月】
３）空き家の状況と対策について【７月】

１）学校訪問（杉沢小・中学校の複式学級の授業見学）【７月】
２）福地不燃物処理場の現地調査【７月】
３）通学路における危険箇所について【８月】

■
副
町
長
の
選
任

▽
佐
々
木
俊
昭　

氏 （
上
名
久
井
）

　
【
任
期
】
平
成
30
年
４
月

５
日
か
ら
平
成
34
年
４
月

４
日
ま
で
。

主
な
議
案

なんぶ議会だより

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

第
79
回
南
部
町
議
会
臨
時
会
　
４
月
３
日

　

第
79
回
臨
時
会
に
は
、
副
町
長
の
選
任
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
同
意
し
ま
し
た
。

人
　
事

総務企画常任委員会

常任委員会の平成 30 年度所管事務調査計画
委	員	長：川守田	稔　副委員長：山田	賢司
委　		員：工藤	幸子、滝田	勉、夏堀	嘉一郎

委	員	長：工藤	正孝　副委員長：根市	勲
委　		員：夏堀	文孝、西野	耕太郎、坂本	典男

委	員	長：沼畑	俊一　副委員長：中舘	文雄
委　		員：馬場	又彦、八木田	憲司、久保	利樹、松本	啓吾

佐々木　俊昭　氏

左 : 坂本勝二氏　右 : 根市議員会会長
※	花束贈呈時の写真です。



さくらんぼ狩り

会場／南部町ふれあい公園
▶７月14日（土）
　13:00／出店コーナーオープン
　15:00／ダンスバトル
　15:30／名農豊穣太鼓
　17:00／リバーブ５ライブ
　18:00／なかじまみかミニライブ
　19:00／白神スペシャルライブ 2018
　20:20／ジャックド花火大会

▶７月15日（日）
　19:00／出店コーナーオープン
　10:00／バルーンショー
　10:45／民謡・舞踊の祭典
　12:00／安室奈美似スーパーライブ
　13:15／ふくちＹＯＳＡＫＯＩ大会
　14:00／なまず勝ち抜き競泳会
　15:00／さくらんぼ種飛ばし大会
　15:00／バルーンショー
　15:45／安室奈美似スーパーライブ
　16:30／オアシズ＆本田兄弟
　　　　　大爆笑ライブ

問合せ　商工観光課（本庁舎）☎0178-84-2119

第１回から継続して行われているまつりを象徴する名物企画
「なまず勝ち抜き競泳会」

←オアシズ
ＴＶでもおなじみの二人。
ボケの光浦とツッコミの
大久保の軽妙なトークで
会場は笑いに包まれるこ
と間違いなし。

←本田兄弟
実の兄弟によるお笑いコ
ンビ。兄がツッコミ、妹
がボケを担当し、2014 年
第 13 回漫才新人大賞で
決勝進出。
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広報なんぶちょう

さくらんぼ狩り

第27回
ジャックドまつり

６月20日（水）〜７月20日（金）

会場／南部町ふれあい公園
▶７月14日（土）
　13:00／出店コーナーオープン
　15:00／ダンスバトル
　15:30／名農豊穣太鼓
　17:00／リバーブ５ライブ
　18:00／なかじまみかミニライブ
　19:00／白神スペシャルライブ 2018
　20:20／ジャックド花火大会

▶７月15日（日）
　 9:00／出店コーナーオープン
　10:00／バルーンショー
　10:45／民謡・舞踊の祭典
　12:00／安室奈美似スーパーライブ
　13:15／ふくちＹＯＳＡＫＯＩ大会
　14:00／なまず勝ち抜き競泳会
　15:00／さくらんぼ種飛ばし大会
　15:00／バルーンショー
　15:45／安室奈美似スーパーライブ
　16:30／オアシズ＆本田兄弟
　　　　　大爆笑ライブ

問合せ　商工観光課（本庁舎）☎0178-84-2119

料金（40分食べ放題）
▷中学生以上 1,000円
▷小学生  700円
▷３歳以下 300円

受付・問合せ
ながわ農業観光案内所
〒039-0501　
南部町大字上名久井大渋民山23-2
☎0178-76-3020




